
 

（様式３） 

会議の開催結果について 

 
 

 

 １ 会議名  河内長野市保健問題対策協議会 

 

 ２ 開催日時 
  令和６年１０月２９日（火） 午後１時３０分から 

午後２時３０分まで 

 ３ 開催場所  河内長野市立保健センター ２階 多目的室 

 

 

 

 

 ４ 会議の概要 

 
 
 
 
(１)令和５年度河内長野市保健事業の実績報告について 
 
 
(２)令和６年度河内長野市保健事業の実施計画について 
 
 
(３)今後に向けて検討中の事業について 
 

 ５ 公開・非公開の別 

       （理由） 
 公開 

 ６ 傍聴人数 

 
 なし 

 ７ 問い合わせ先 

  

（担当課名） 市民保健部 健康推進課 

 55-0301 

 

 

 ８ その他 

 

＊同一の会議が１週間以内に複数回開催された場合は、まとめて記入できるものとする。 



令和６年度河内長野市保健問題対策協議会 会議議事録 

 

〇日時 令和６年１０月２９日（火）午後１時３０分から午後２時３０分まで 

〇場所 河内長野市立保健センター ２階 多目的室 

 

＜案件＞ 

(１)令和５年度河内長野市保健事業の実績報告について 
 
(２)令和６年度河内長野市保健事業の実施計画について  
 
(３)今後に向けて検討中の事業について 

 

＜出席者＞ 

桂  聖   （河内長野市議会を代表する者） 

工藤 敬子  （河内長野市議会を代表する者） 

小田 剛紀  （大阪南医療センター院長） 

山口 竜司  （河内長野市医師会を代表する者） 

森川 栄司  （河内長野市医師会を代表する者） 

西村 拓也  （河内長野市医師会を代表する者） 

高井 博之  （河内長野市医師会を代表する者） 

梅崎 晋吾  （河内長野市歯科医師会を代表する者） 

生地 孝至  （河内長野市歯科医師会を代表する者） 

船多  大  （河内長野市薬剤師会を代表する者） 

玉﨑 和実  （河内長野市社会福祉協議会を代表する者） 

山田 昭儀  （河内長野市老人クラブ連合会を代表する者） 

上田 雄三郎 （河内長野市民生委員児童委員協議会主任児童委員部会を代表する者） 

大原 俊剛  （富田林保健所長） 

＜欠席者＞ 

今野 弘規  （近畿大学医学部教授） 

永田 哲也  （河内長野市薬剤師会を代表する者） 

御前 敏一  （河内長野市身体障害者福祉会を代表する者）   

 

○傍聴について 

 傍聴者なし 

 

 

 

 



（事務局） 

定刻となりましたので、ただいまより、河内長野市保険問題対策協議会を開催させてい

ただきます。本日は皆様、大変お忙しい中、ご出席賜りありがとうございます。また平素

は本市の各種保険事業にご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。本日、進行役を務めさせ

ていただきます市民保健部健康推進課長の鷲田でございます。どうぞよろしくお願いいた

します。着座にて失礼いたします。 

本協議会の委員につきましては、議事の都合上、事前にお配りしました委員名簿並びに

本日お配りしました配席表でご確認いただきますようお願いいたします。 

なお、今年度３名の委員変更がありましたので、新しい方のみご紹介させていただきま

す。 

１号委員の桂聖委員です。 

（委員） 

桂聖でございますよろしくお願いいたします。 

（事務局） 

同じく１号委員の工藤敬子委員です。 

（委員） 

工藤敬子でございますよろしくお願いいたします。 

（事務局） 

３号委員の永田哲也委員ですが、本日は欠席されています。 

皆様、よろしくお願いいたします。 

本日の会議でございますが、委員総数１７名中１４名がご出席いただいており、半数以

上の出席となりますので、当協議会規程第五条第２項により、会議が成立いたしておりま

すことをご報告いたします。 

次に、会議資料の確認をさせていただきます。 

本日お手元にお配りしていますのが、 

・令和６年度河内長野市保健問題対策協議会会議次第 １枚 

・河内長野市保険問題対策協議会委員配席表     １枚 

・今後に向けて検討中の事業            １枚 

・事業のチラシ等５種類               

そして、事前にお配りしました資料が、 

・令和５年度河内長野市保健事業実績報告 

・令和６年度河内長野市保健事業実施計画 

・河内長野市保険問題対策協議会委員名簿      １枚、 

・河内長野市保健問題対策協議会規程        １枚 

資料はお手元にそろっておりますでしょうか。 

それでは会議次第に沿って、案件に入りたいと思います。 



これより先は、会長に議事を進めていただきますので、山口会長、よろしくお願いいた

します。 

 

（山口会長） 

それでは、委員の皆様のご協力をいただきながら、当協議会の会議の運営をスムーズに

進めていきますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

なお、本日の協議会に、傍聴希望の方はいらっしゃいません。 

では議案の１から順に会議を進めさせていただきます。 

まず、議案１、令和５年度河内長野市保健事業実施報告について、事務局からご報告を

お願いします。 

 

（事務局） 

令和５年度河内長野市保健事業実績報告から説明させていただきます。新規事業や充

実・変更点などを中心に説明させていただきます。 

 

１．母子保健健康診査事業、２．母子保健推進事業、３．出産・子育て応援事業について 

１ページの母子保健健康診査事業をご覧ください。 

（３）乳幼児健康診査についてですが、受診率は、各健診９３～９８％となっています。

健診未受診の場合は、関係機関への連絡や家庭訪問などで、乳幼児の状況把握を行ってお

ります。 

２ページ（５）について説明します。健やかな音声言語発達を促すため、早期に聴覚障

害を発見し、療育につなげられるよう、令和５年度より、出生早期に行われる新生児聴覚

検査費用の助成を行いました。検査結果は市で把握し、必要な療育等につながるよう支援

を行っています。 

 続きまして、３ページからの、母子保健推進事業について説明させていただきます。 

 ４ページ（５）子育て世代包括支援センター事業は、妊娠期から子育て期にわたる切れ

目のない支援を行うために、相談や教室、産後ケアなどを行っております。子育て世代包

括支援センターが、より身近な場所となるよう、月１回、子育て支援センター「あいっく」

が主催する「ベビータイム」「よちよちタイム」を子育て世代包括支援センター☆ゆめっく

☆で開催、同じ日に、相談事業「ママのあんしん相談ｄａｙ」を実施しています。 

５ページ「産後ケア事業」は、令和５年度より、医療機関等で行うショートステイ、デ

イサービス、助産師による訪問型の産後ケアだけでなく、心のケアを必要とされる方に対

する看護師による訪問看護型も開始しました。当初の想定を越えて多数の方にご利用いた

だいており、今後も必要性が高い事業と考えております。今後もさらなる利用促進に向け

た支援を行ってまいります。 

 ６ページ、(10)妊産婦タクシー利用料金助成事業は、令和４年度までは分娩に伴う入退



院時のみとしていましたが、令和５年度より、赤ちゃんの１か月健診とお母さんの産婦健

診の受診時にも利用できるよう拡充しました。 

同じページ、出産・子育て応援事業について説明させていただきます。令和 5 年 2 月から

事業を開始し、令和５年度からは、伴走型相談支援として、妊娠８か月頃のアンケートを

実施しています。アンケートの内容によって、妊婦訪問や面談を実施し、産後ケアの利用

登録支援やママパパ教室、相談事業の利用につなげました。妊娠期から子育て期までの支

援をより充実させるために、健康推進課とこども子育て課の両課で連携して事業を実施し

ていきます。母子事業関係については以上となります。 

 

４．健康増進検診事業について 

続きまして、７ページ ４.健康増進検診事業について、がん検診事業から説明させてい

ただきます。 

 まず、（１）がん検診事業ですが、市では、がんの早期発見により、がん死亡率を減らす

ことを目的として、胃がん・大腸がん・肺がん・乳がん・子宮頸がん検診の５つのがん検

診を実施しています。 

令和５年度のがん検診の状況についてですが、胃がん、大腸がん、肺がん検診の受診率

は、令和４年度に比べて微減しておりますが、コロナ禍前の受診率を取り戻しつつありま

す。乳がん検診の受診率は年々減少傾向にあり、子宮頸がん検診の受診率は、令和４年度

に続いて向上しており、コロナ禍前の受診率に近づいております。 

受診率向上のため、がん検診推進事業として、４月１日時点で２０歳の女性には、子宮

頸がん検診、４０歳の女性には乳がん検診の無料クーポン券を送付しました。 

また、子宮頸がん検診につきましては、２５歳から４４歳の当年度に子宮頸がん検診を

受診していない女性市民に対して、個別に受診勧奨はがきを送付し受診勧奨を実施いたし

ました。 

乳がん検診につきましては４３歳から６９歳までの令和５年度に奇数年齢となる女性市

民に個別に受診勧奨を実施いたしました。 

胃がん・大腸がん・肺がん検診につきましては、受診勧奨を６０歳から６９歳を対象者

に実施いたしました。 

続きまして、⑥がん患者医療用ウィッグ購入費助成事業につきましては、２２人に助成

を行いました。 

⑦乳がん患者乳房補正具購入費助成事業につきましては、令和５年度は３人に助成を行

いました。 

次に、８ページ（２）各種検診事業についてご説明いたします。⑥心電図検査を除き、

令和５年度は受診者数が減少しております。⑤青年・成人検査については、実施時期を 

１１月から６月に変更し、２回実施いたしました。 

制度の変更などの特段の要因がないことから、検診についての啓発や、より効果的な受診

勧奨を進めていく必要があると考えております。 



５．健康づくり推進事業、６．食育推進事業について 

続きまして、９ページをご覧ください。 

５．健康づくり推進事業について説明させていただきます。 

（１）健康教育事業の①健康教育事業についてです。 

一般健康教育では、生活習慣病予防として糖尿病予防教室を開催しました。医師の講義で

は、疾患や治療、生活習慣の改善についての話があり、栄養士からは、糖尿病予防のため

の食事についての話を行いました。また、健康運動指導士からは、継続して運動を行うた

めに、運動前後のストレッチや歩き方の注意点などの説明後、実際にウォーキングにも出

かけました。参加者からは、「生活習慣を見直す、きっかけになった。」と、健康増進につ

ながる学びができました。 

また、地域においても、生活習慣病予防などについての健康教育を実施しました。 

続きまして、（２）健康づくり推進員事業についてです。 

健康づくり推進員とは、健康の保持増進に関する知識の伝達および普及活動をする無償ボ

ランティアです。健康づくり推進員の養成講座を開催し、新たに３人の方が加わりました。 

引き続き、健康づくりの推進に努めてまいります。 

続きまして、１０ページをご覧ください。 

６．食育推進事業についてです。 

（１）食育の啓発及び推進では、 

朝食を欠食する人を減らすため、令和４年度に作成した朝食レシピ集のチラシを乳幼児健

診やがん検診等で配布し、啓発を行いました。 

また、食育を推進する食のボランティアである、食生活改善推進員と一緒に、実際に調理

も体験していただく料理教室も開催しました。 

食生活改善推進員においては、養成講座も開催し、新たに４人の方が加わりました。 

今後も、幅広い年代の方へ、健康的な食生活の支援に努めてまいります。 

 

７．予防接種事業について 

つづきまして、１１ページ１２ページ「７．予防接種事業」について、ご説明いたしま

す。 

 まず、子宮頸がんワクチン接種においては、令和５年４月より「９価ワクチン（シルガ

ード９）」を定期接種として使用することとなりました。 

 また、令和４年４月１日から開始されました子宮頸がんワクチンのキャッチアップ接種

につきまして、令和５年度はのべ７４９人（前年比１０２％）が接種を受けております。 

 高齢者インフルエンザの予防接種につきましては、令和４年度に大阪府が実施しました

自己負担金無料の事業がなかった影響か、接種者数は２０，８８６人（前年比９１％）と

なっております。予防接種事業につきましては、以上となります。 

 

 

 



８．新型コロナウイルス対策事業、９．救急医療関係事業、 

１０．休日急病診療関係事業、１１．障がい児（者）歯科診療事業について 

続きまして、８．新型コロナウイルス対策事業について、１３ページをご覧ください。 

令和５年度は、５月８日から新型コロナウイルスが５類感染症に変更されたため、移行

前までの期間中においては自宅療養者支援の感染予防グッズの配布等を令和４年度に引き

続き実施するとともに、相談受付につきましては令和５年度末まで実施いたしました。 

また、新型コロナワクチンの接種につきましては、令和５年度春開始接種、令和５年度

秋開始接種を実施しました。接種実績は１４ページをご確認ください。 

続きまして、９．救急医療関係事業について、１６ページをご覧ください。 

日曜日・祝休日・年末年始の昼間や、土曜日・日曜日・祝休日・年末年始の夕方および

毎日の夜間から早朝における小児救急医療体制を南河内南部３市２町１村が医師会等の協

力を得て実施いたしました。受診状況は１６ページをご覧ください。受診人数は令和４年

度よりも多くなりました。インフルエンザ患者数が令和４年度よりも多かった影響が考え

られます。 

続きまして、１０．休日急病診療所関係事業について、１６ページをご覧ください。 

令和５年度につきましては、新型コロナウイルスが５類感染症に変更される５月７日ま

では、令和４年度から実施しているコロナ検査体制を引き続き継続しました。その後、５

類感染症に変更された後につきましても、通常診療においてコロナ検査を引き続き実施い

たしました。患者数については、新型コロナウイルスが５類感染症に変更されたことで受

入れ患者数の上限を撤廃したため、令和４年度よりも増加しております。 

続きまして、１１．障がい児（者）歯科診療事業は、南河内５市２町１村が共同して広

域により取り組み、南河内圏域６歯科医師会の協力で実施しております。令和４年度と大

きな変更点はございません。実施内容や患者数等は１７ページの通りとなり、例年と同等

数となります。 

 

１２．保健計画の取り組みについて 

続きまして、河内長野市第４次保健計画の進捗について、経年の指標を用いて、ご報告

させていただきます。18 ページをご覧ください。この計画は、令和元年度から令和８年度

までの８年間の計画であるため、令和４年度に中間評価を行い、令和５年度より新たに目

標達成に向けた取り組みを進めております。 

まず、母子保健の指標ですが、中間評価の値に比べおおむね改善しております。 特に

乳幼児健診の未受診率につきましては、乳幼児健診についての啓発をより充実させ、乳幼

児健診を受診されなかった保護者への個別勧奨をより早期から開始したことから未受診者

が減少していると考えております。 

次に、休養・こころの健康づくりの指標である自殺者数につきましては、横ばいとなっ

ているため、引き続き幅広い世代への相談や啓発に努めます。 



がん・生活習慣病の指標につきましては、がん検診受診後の精密検査受診率が全て上が

っています。これは医療機関とより連携を図り、がん検診受診後早期に積極的に受診勧奨

を行うなど、個別勧奨を強化した結果、全てのがん検診について精密検査の受診率が向上

したと考えております。 

歯の健康の指標につきましては、むし歯のない３歳児の割合について、歯科相談など子

育ての相談事業の充実により、改善されたと考えます。 

栄養・食生活、たばこ・アルコールの値など、市民アンケートでしか評価できない項目

につきましては令和７年度に、市民アンケート調査を行い、分析・評価を行う予定となっ

ております。 

今後もこれらの７つの分野について、目標達成ができるよう、取り組みを計画的にすす

めて参ります。 

これで、令和５年度河内長野市保健事業実績報告の説明を終わらせていただきます。 

 

（山口会長） 

議案１に対するご意見、質疑応答に入りたいと思います。 

各委員から事前に質問をいただいておりますので、事務局から回答をよろしくお願いし

ます。 

 

（事務局） 

事務局の方から、事前にいただいておりました質問にお答えさせていただきます。 

実績報告９ページ・１０ページの「健康づくり推進員」及び「食生活改善推進員」養成

講座につきまして、受講者の内、何名が新たに推進員になられたかとのご質問がありまし

たので、回答いたします。 

健康づくり推進員養成講座の受講者につきましては、新たに３人の方が健康づくり推進

員に加わりました。 

食生活改善推進員養成講座の受講者につきましては、新たに４人の方が食生活改善推進

員に加わりました。 

議案１につきまして、事前にいただいておりました質問は以上になります。 

 

（山口会長） 

はい。ありがとうございます。 

他にご質問、ご意見等、ありましたらよろしくお願いいたします。 

 

（委員） 

１点だけご確認させていただきたいと思います。 

５市２町１村で行っております障害（児）者の歯科診療の事業ですが、保健センター・



休日急病診療所が、大阪南医療センターの敷地内に移る以前は、河内長野駅前ということ

もあり、障がいをもたれる方が歯科診療にこられるとき、広域で行っているので、ほとん

どの方が付き添いの方と車で来られましたが、何らかの事情で電車で来られるということ

もあったかと思います。大阪南医療センターの敷地内に移転後、たいへん駅から遠いので、

障がいを持たれる方が診療を受けに行くのに、道中大変、苦労されるんじゃないかと、相

談を受けた次第でございます。 

そのようなことで、何か問題がなかったのか、わかりましたらお聞かせいただきたいと

思います。 

 

（事務局） 

ご質問にお答えさせていただきます。 

先ほどご質問にもありましたように、車でこられる方が大半ということになりますが、

交通の便についてのご相談等は、現状はあまりないと考えております。 

以上です。 

 

（委員） 

ありがとうございます。 

移転前に、駅から遠くなると通院が大変かもしれないということでしたが、そういう問

題が今のところ聞いてないっていうことなので、無事に行われているかなと安心いたしま

した。 

ありがとうございます。以上です。 

 

（山口会長） 

他にご意見等ございませんでしょうか。 

ではないようですので、議案１についてはこれで終わらせていただき、次に、議案２ 

令和６年度河内長野市保健事業実施計画について、事務局より説明をお願いします。 

 

（事務局） 

１．令和６年度新規及び充実事業について 

令和６年度河内長野市保健事業実施計画について説明させていただきます。 

１ページをご覧ください。令和６年度に実施しております「新規及び充実事業」につい

てとなります。            

まず、母子保健事業について説明させていただきます。 

新規事業といたしまして、こどもファミリーセンターを令和６年４月に設置をいたしま

した。 

ゆめっく（旧子育て世代包括支援センター）とこども子育て課、子ども・子育て総合セ



ンターあいっくが連携し、こどもファミリーセンターの名称で、妊娠期から出産・子育て

期まで切れ目のない支援を提供しています。 

次に初回産科受診料助成事業を新規事業として開始いたしました。この事業は、低所得

の妊婦の経済的負担の軽減を図るとともに、状況を継続的に把握し、支援につなげるため、

初回の産科受診料を上限額１万円で助成しています。 

また、妊婦が安心して出産できるように妊婦健康診査に係る費用につきましては、助成

額の総額を１２０,０８０円に増額し、妊婦の経済的負担の軽減を図っております。 

続きまして、健康づくり事業となります。 

引き続き５がん検診の実施を年間５回実施するとともに保健医療課と連携し、特定健康

診査と同日に受診ができるがん検診も実施し、多くの市民が受診しやすいような環境を整

えております。 

新規事業といたしまして、骨髄等移植ドナー支援事業を行っております。骨髄・末梢血

幹細胞提供に係る通院、入院又は面談に伴う経済的負担の軽減を図り、ドナー登録及び骨

髄等の提供を推進するため、公益財団法人日本骨髄バンクが実施する骨髄バンク事業にお

きまして、骨髄の提供等を行った者に対し、上限額１４万円を交付しております。 

歯周疾患の充実といたしまして生涯を通じた切れ目のない歯科検診の実現のため健康増

進事業の見直しが行われ、新たに２０歳と３０歳が歯周疾患検診の対象者に加えられた。

本市においても、対象を２０歳、３０歳、４０歳、５０歳、６０歳、７０歳とし、歯・口

腔の健康の保持・増進につなげていきます。 

次に、予防接種事業ですが、新規事業といたしまして、令和６年１０月から新型コロナ

ウイルスワクチン定期接種を実施し、対象である６５歳以上及び、６０歳以上６５歳未満

で、心臓・じん臓若しくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障

がいを有するものが自己負担３千円で安心して接種が円滑にできるよう、接種体制の確保

及び情報発信を行っております。本日お手元にチラシも配っておりますので、ご参考にお

願いいたします。 

次に２ページをご覧ください。５種混合ワクチンの定期接種につきましては、生後２か

月〜７歳６か月未満を対象に、４種混合ワクチン ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ    

にヒブワクチンを加えた５種混合ワクチンの予防接種を実施しております。 

続きまして、小児肺炎球菌ワクチン予防接種について使用ワクチンの変更を行いました。

従来の１３価ワクチンと１５価ワクチンに加え、令和６年１０月より１５価と２０価のワ

クチンを定期接種のワクチンとして接種をはじめております。 

新規事業につきましては説明を以上とさせていただきます。 

 

２．母子保健事業について 

次に母子保健事業につきまして、説明させていただきます。 

３ページをご覧ください。  



２-１「治療費助成事業」は不妊症治療費助成事業の経過措置期間が終了いたしましたの

で、不育症治療費助成事業のみとなっております。 

２-２の「妊産婦健康診査」につきましては先ほど説明のありました③初回産科受診料助

成事業を新規事業として実施しております。 

４ページの事業につきましては変更ございません。 

５ぺージの２－４「教室事業」では、昨年度実施した「パパのための離乳食講習会」の

内容を、より多くの市民に啓発するため、①両親教室（ママ・パパ教室）のなかでお伝え

することにしました。６月に実施した際は、参加者も多く、説明後に質問も相次ぎ、時間

が延長する状況となりました。今後は実施方法を工夫し、継続していきたいと考えており

ます。 

６ページから７ページの事業につきましては変更ございません。 

８ページの２-７「母子手帳等交付事業」では、妊娠届出時にお渡しする子育てガイドブ

ック兼父子手帳でもある「Hello Baby」の冊子に、「サポートプラン」のページを作成しま

した。こちらは、妊娠期からの切れ目ない支援を実施するために、妊娠中に妊婦さんとそ

の家族で取り組むこと、受けられる支援内容等を、ご本人と支援者が一緒に考えていく内

容となっております。 

２-８「妊産婦タクシー利用料金助成事業」につきましては、分娩に伴う入退院時、出産

後１か月までに受診する子どもの乳児健診や母の産婦健康診査だけでなく。宿泊型・日帰

り型の産後ケア利用時にも、お使いいただけるよう内容を拡充しています。 

８ページの２-９「出産・子育て応援事業」につきましては、昨年度と変更はございませ

んが、更なる支援の充実に向けて取り組みを進めて参ります。 

 

３．健康増進事業について 

次に３.健康増進事業３－１「健康診査」について説明させていただきます。 

事業内容は、基本的には、令和５年度に実施いたしました事業と変更はありませんので、

新規事業と対象者を拡大しました事業について説明いたします。 

１０ページの④骨髄等移植ドナー支援事業につきましては、令和６年度から、骨髄バン

ク事業において骨髄等の提供を完了し、その証明をする書類の交付を受けた方を対象に、

事業を開始しました。 

⑦歯周疾患検診につきましては、従来の年度内に４０歳・５０歳・６０歳・７０歳にな

る人に加え、２０歳・３０歳となる人も対象とし事業を実施しています。 

がん検診及び各種健康診査事業につきましては、引き続き受診率の向上を図るべく、効

果的な受診勧奨に努めてまいります。 

つづきまして１２ページをご覧ください。 

３－２の「健康相談」は、令和５年度と同じ内容で実施しています。 

３－３の「健康教育」につきましては、令和５年度と同様に実施し、正しい知識の普及



を行っています。 

１３ページの３―４の「健康手帳等の交付」につきましては、令和５年度と同じ内容で

実施しています。 

 

４．食育推進事業について 

１４ページをご覧ください。 

４．食育推進事業４―１「食生活改善推進員の活動支援」は、食生活改善推進員を対象に

食や健康づくりに関する研修会や助言等を実施し、食育活動等、活動の機会や場所を提供

します。 

次に、４―２「食育推進のための啓発」は、イベントや離乳食講習会、各種相談等で「朝

食の大切さ」や「望ましい食生活について」を、また、栄養相談等で栄養の重要性や生活

習慣病予防のための食事を啓発していきます。 

 

５．予防接種事業について 

続きまして、１５ページから１８ページの予防接種事業の取り組みにつきまして、ご説

明いたします。 

令和６年度の変更点としましては、３点になります。 

１点目は、「新型コロナワクチン接種」はインフルエンザと同様に高齢者を対象とした定

期接種として行うこととなりました。 

２点目は、四種混合ワクチンにヒブワクチンを加えた「五種混合ワクチン」を小児の定

期接種において使用することとなりました。 

３点目は、「小児の肺炎球菌ワクチン接種」において、令和６年９月までは１３価と１５

価のワクチンを定期接種として用い、１０月以降は１５価と２０価のワクチンを定期接種

として用いることとなりました。 

また、令和６年度の取り組みとしまして、子宮頸がんワクチン接種において公費による

接種が今年度までとなる、キャッチアップ接種対象者および定期接種対象の最終年度とな

る平成２０年度生まれの女性への啓発として、個別勧奨通知の送付、市ＨＰ・広報誌への

掲載、ＳＮＳでの発信、市内高校へのポスター配布等を行っております。 

引き続き厚生労働省、大阪府の動向を注視しまして、予防接種事業の取り組みを進めて

まいりたいと思います。 

 

６．新型コロナウイルス対策事業、７．小児急病診療事業 

８．休日急病診療所事業 ９．南河内圏域障がい児（者）歯科診療事業について 

続きまして、資料１９ページの６.小児急病診療事業、７.休日急病診療事業、８.南河内

圏域障がい児（者）歯科診療事業の取り組みにつきまして、ご説明いたします。 

小児急病診療事業につきましては、令和５年度と変更はございません。 



次に、休日急病診療事業及び南河内圏域障がい児（者）歯科診療事業におきましても令

和５年度と変更はございませんが、今後も利用される方が安心して受診できるよう事業に

取り組んでまいります。 

９．河内長野市健康の日の取り組みにつきましては、毎年１１月の第２日曜日を河内長

野市健康の日と定めております。令和６年度につきましても、１１月に、胃がん、大腸が

ん、肺がん、乳がん、子宮頸がんの５がん検診を実施し、がん検診受診率向上に努めてま

いります。 

令和６年度、河内長野市保健事業実施計画の説明は以上となります。 

 

（山口会長） 

ありがとうございました。 

事務局からの令和６年度保健事業実施計画の説明が終わりました。 

各委員から事前に質問をいただいておりまして、事務局から、回答をよろしくお願いし

ます。 

 

（事務局） 

事務局から事前にいただいておりました質問にお答えさせていただきます。 

令和６年度の心の啓発、健康づくり啓発事業の計画内容につきまして、ご質問がありま

したので、回答いたします。 

令和６年度と同様に啓発事業につきましては、自殺防止対策の必要性を啓発するために、

キックス・保健センターのトイレ、図書館にパンフレットを設置するとともに、若者向け

の啓発として、パンフレットと府・市の相談機関一覧を河内長野市薬剤師会加入の薬局と

図書館、ハローワークに配架いたしました。 

９月の自殺予防週間には、広報紙に記事を掲載し、市ホームページでも１年を通して情

報が把握できるようにしております。３月の自殺対策強化月間にも、広報紙への掲載を予

定しております。 

自殺対策連絡会議につきましては、市及び関係機関の連携と相談員のスキルアップを図

ることを目的として、自殺対策連絡会議とゲートキーパー養成研修を開催予定です。 

また、令和６年度は、健康づくり講座のひとつとして、市民の方を対象に、ゲートキー

パー養成講座も実施いたしました。 

 

つづきまして、「健康の日」の取り組みが市民に十分に周知できていないように感じるの

で、しっかり啓発、ＰＲしてくださいと要望をいただいております。 

河内長野市では、「健康」についての市民意識の啓発に努めているところでありますが、

より一層市民の健康に対する関心を高め、行政と市民が一丸となって健康についての運動

を展開するため、毎年１１月の第２日曜日を河内長野市「健康の日」として制定いたしま



した。現在、河内長野市第５次総合計画において「健康づくりの推進と医療体制の充実」

の各事業に取り組んでおり、がん検診受診率の向上を目標として位置付けています。 

したがいまして、がん検診や特定健診の受診率向上につなげ、市民がより健康を意識で

きる日となるよう、１１月第２日曜日の「健康の日」を検診受診等の啓発促進の日として

います。 

今後も、がん検診の受診率向上が大きな課題の一つですので、その向上を目指し、市民

のみなさまに、生活習慣病予防や介護予防の実践に取り組んでいただけるように、さらに

啓発に取り組んでまいります。 

議案２につきまして、事前にいただいておりました質問は以上になります。 

 

（山口会長） 

はい、ありがとうございました。 

他にご質問等ございませんでしょうか。 

 

（委員） 

歯周疾患の検診の充実というところで、20 歳から 70 歳となっていますが、80 歳以上の

方についてはどのような体制になっていますか。 

 

（委員） 

７５歳から後期高齢者医療制度で毎年歯科健診を受診できるようになっております。 

 

（山口会長） 

そのほかご質問はありませんか。では質疑を終わりまして、議案２令和６年度保健事業

実施計画により、引き続き事業を進めていただくこととします。 

次に議案３今後に向けての検討中の事業について、事務局より説明をよろしくお願いい

たします。 

 

（事務局） 

今後の事業に向けての事業について、事務局よりご説明させていただきます。 

本日お配りしました、お手元の今後に向けての、検討中の事業という１枚ものをご覧く

ださい。 

まず、母子保健健康診査事業では、５歳児健康診査事業を検討しております。 

幼児の言語の理解能力や社会性が高まり、発達障害が認知される時期である５歳児に対

して健康診査を行い、子供の特性を早期に発見し、特性に合わせた適切な支援を行うもの

でございます。 

続きまして、健康増進検診事業につきましては、胃内視鏡検査・胃がん検診の導入を検



討しております。 

胃内視鏡胃がん検診の導入ですが、現在、胃がん検診は、胃部エックス線検査、バリウ

ム検査のみで、実施しておりますが、検査方法に、内視鏡胃カメラを追加し、がん検診の

さらなる充実を目指すものでございます。 

最後に、予防接種事業についてでございますが、男性のＨＰＶワクチン接種費用の助成

を検討しております。 

男性の中咽頭がんや肛門がん等の疾病を予防するとともに、性交渉によるＨＰＶ感染か

ら女性を守り、子宮頚がんを予防するため、男性のＨＰＶワクチンの、接種費用の助成を

実施するものでございます。 

いずれの事業につきましても、現在健康推進課において、検討しております事業ですが、

今後の状況によっては実施しないこともございますし、事業の名称については、現段階の

仮称でございますので、その点は、委員の皆様、ご承知いただきますようよろしくお願い

いたします。 

事務局からは、今後に向けての検討中の事業につきましては、以上となります。 

 

（山口会長） 

はい、ありがとうございます。 

今、ただいま事務局から今後に向けて検討中の事業についての説明が終わりました。 

各委員から事前に質問をいただいておりまして、事務局の方から回答をよろしくお願い

します。 

 

（事務局） 

議案３に関する事前質問についてお答えいたします。 

質問内容としましては、帯状疱疹の予防接種の計画はありますか、また、大阪府間の市

町村で実施しているところはありますかとの内容でございました。 

こちらの質問に対して回答させていただきます。 

発症や重症化を予防する効果がある、帯状疱疹ワクチンの予防接種につきましては、現

在のところ、任意の予防接種となっておりますが、先般、厚生労働省において、帯状疱疹

ワクチンの有効性や安全性が確認されまして、費用対効果についても、効果が期待できる

として、定期接種に含める方針が示されました。 

今後は、対象年齢等の具体的な運用について、国の厚生科学審議会予防接種ワクチン分

科会で議論していくとされております。 

市としましては、今後、国の動向を注視し、帯状疱疹ワクチンが定期接種化された際に、

速やかに接種ができるよう、医療機関と連携をとりながら、接種体制を整えていきたいと

考えております。 

また、府下の市町村で任意接種として、帯状疱疹ワクチン接種費用の助成を実施してい



るところは、現在はございません。 

議案３に関する事前質問は以上となります。 

 

（山口会長） 

ありがとうございます。 

ほかにご質問ご意見はございませんでしょうか。 

特にないようでしたら、質疑を終わりまして、議案３今後に向けての検討中の事業に関

しましては、実施に向けて検討を進めていただくこととします。 

以上で議案についての説明質疑応答は、終了しましたが、この機会に、委員の皆様から、

協議会全体を通して、ご意見等ございますでしょうか。 

他にないようでしたら、以上で予定をしておりました議案では、すべて終了いたしまし

た。 

皆様方には長時間にわたって、ご議論いただきまして、誠にありがとうございました。 

今後とも、当協議会に対し、引き続きご支援をいただきますよう、よろしくお願い申し

上げ、最後に、市からごあいさつをさせていただいて、会議を終わりたいと思います。 

 

（緒方部長） 

市民保健部長の緒方です。 

日頃は本市保健事業にご協力いただきまして誠にありがとうございます。 

本日は、事前質問も含めまして、貴重なご意見いただきましてありがとうございます。 

頂戴しましたご意見につきましては、市の施策や保健事業に生かして参りたいと考えて

おります。 

さて国におきましては、すべての国民が健やかで心豊かに生活できる持続可能な社会の

実現ということをビジョンとして、社会が多様化する中で、個人の健康課題も多様化して

いることを踏まえ、誰ひとり取り残さない健康づくりということを展開し、より実効性の

ある取り組みを推進するということを掲げております。 

また、本市河内長野市におきましても、新たな言葉ですが、「ウェルビーイング」という

市民だれもが身体的、精神的、そして社会的にも良好な状態にあることを目指しておりま

す。この実現には、個人のみならず、個人を取り巻く場や地域、社会が持続的に良い状態

であるということを目指す必要がございます。 

私どもといたしましては、これらを踏まえ、健康でいきいきと過ごせる社会を目指し、

より市民の目線に立って、さらなる効果的な施策を推進して参りたいと考えておりますの

で、皆様方のお力添えをよろしくお願い申し上げまして簡単ではございますが、ご挨拶と

させていただきます。 

本日はどうもありがとうございました。 

 



（事務局） 

以上ですべての議案が終了しましたので、保険問題対策協議会を終了させていただきま

す。 

本日はどうもありがとうございました。 

すいません、ここに書いてあるだけ考えて、ありましたらよろしくお願いします。 

 



 

 

 

 

 

令和６年度 

河内長野市保健問題対策協議会 
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１．母子保健健康診査事業                        

（１）妊婦健康診査の実施 

妊婦の妊娠高血圧症候群※や、糖尿病、貧血その他の合併疾患など母体の変化による異常を早期

に発見し、異常出産や未熟児発生の予防等のため適切な保健指導が受けられるよう、健康診査を実

施し、妊婦の健康管理の向上を図った。 

平成２５年度より、妊婦健康診査にかかる公費負担の費用を１１６，８４０円に増額させた。さ

らに平成２９年度より、多胎妊婦を対象に妊婦健康診査にかかる公費負担の費用を２５，２００円

（５，０４０円×５枚の妊婦健康診査受診券を新たに配布）増額させ、妊婦の経済的負担の軽減も

図った。 

また、大阪府外で妊婦健康診査を受診する妊婦を対象として、申請により公費負担を実施した。 

  ※ 妊娠高血圧症候群 

…妊娠２０週以降、分娩後１２週まで高血圧がみられる場合、または、高血圧に蛋白尿を伴う場合の

いずれかで、かつこれらの症状が単なる妊娠の偶発合併症によるものでないもの。 

  ＜妊婦健康診査の実施状況＞ 

事業名 実人数（人） 延人数(人) 

妊婦健康診査 ３８８ ４，９０３ 

府外受診（妊婦健康診査再掲） ３５ ２３７ 

多胎券（妊婦健康診査再掲） １ ５ 

 

（２）産婦健康診査の実施 

出産後間もない時期の産婦のからだとこころの健康状態を把握し、適切な支援につなげるために、

産後２週間頃および産後１か月頃に産婦健康診査を実施した。 

＜産婦健康診査の実施状況＞ 

事業名 実人数（人） 延人数(人) 

産婦健康診査 ４１１ ７７０ 

府外受診（産婦健康診査再掲） ２９ ４４ 

 

（３）乳幼児集団健康診査の実施 

① ４か月児健康診査事業 

生後３か月から６か月未満までを対象として、小児科医師の診察、保健師などによる保健指

導等を行った。 

② １歳７か月児健康診査事業 

１歳７か月児から２歳未満児までを対象として、小児科・歯科医師の診察、保健師・管理栄

養士・歯科衛生士・心理相談員による保健指導等を行った。 

③ ２歳６か月児歯科健康診査事業 

２歳６か月児から３歳未満児までを対象として、歯科医師の診察、歯科衛生士による歯科保

健指導・フッ素塗布（希望者）、保健師・管理栄養士による保健指導を行った。 

④ ３歳６か月児健康診査事業 

３歳６か月児から４歳未満児までを対象として、小児科・歯科医師の診察、保健師・管理栄

養士・歯科衛生士・心理相談員などによる保健指導等と視聴覚の健診（スポットビジョンスク

リーナー※による視覚検査等）を行った。 
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※ スポットビジョンスクリーナー 

…弱視の早期発見のために数秒でスクリーニングできる検査機器 

 

 ＜乳幼児健康診査の実施状況＞ 

健 診 名 対 象 者 
回数 

（回） 

対象児数 

（人） 

受診者

数（人） 

受診率

（％） 

4か月児健康診査 満 3か月～6か月未満 １２ ４２５ ４１８ ９８．４ 

1歳 7か月児健康診査 満 1歳 7か月～2 歳未満 １４ ４８０ ４６５ ９６．９ 

2歳 6か月児歯科健康診査 満 2歳 6か月～3 歳未満 １４ ４５９ ４３０ ９３．７ 

3歳 6か月児健康診査 満 3歳 6か月～4 歳未満 １８ ５８２ ５６０ ９６．２ 

 

（４）乳幼児経過観察健康診査の実施 

① 経過観察健康診査（約束クリニック） 

乳幼児集団健康診査で経過観察が必要とされた乳幼児について、小児科医師の診察と保健指

導を実施した。必要な乳幼児に対しては、医療機関の紹介を行った。 

② 発達相談 

乳幼児集団健康診査で経過観察になった乳幼児や保護者からの相談に対して、心理相談員が

ことばの遅れや行動面で気になる幼児に関する相談を行った。発達支援が必要な幼児に対して

は、関係機関との連絡調整などを行った。 

③ 歯科フォロー健診 

乳幼児集団健康診査で経過観察になった乳幼児に、歯科医師の診察と歯科衛生士による歯科

保健指導とフッ素塗布（１歳８か月、３歳７か月歯科フォロー健診対象の希望者）を行った。 

④ 運動発達クリニック 

乳幼児集団健康診査で経過観察になった乳幼児に、小児整形外科医の診察と保健指導を行っ

た。必要な乳幼児に対しては、医療機関の紹介を行った。 

⑤ 精神発達クリニック 

乳幼児集団健康診査で経過観察になった乳幼児に、精神発達等に関する診察と保健指導を行

った。必要な乳幼児に対しては、医療機関の紹介を行った。 

  ＜経過観察健康診査の実施状況＞ 

健 診 名 回数（回） 延受診者数（人） 

経過観察健康診査 １２ １２８ 

発達相談 １４９ ２２９ 

歯科フォロー健診 ９ １０２ 

運動発達クリニック ５ ９ 

精神発達クリニック １ １ 

 

（５）新生児聴覚検査・乳児個別健康診査の実施 

乳児の健康の保持・増進・異常の早期発見及び育児支援を目的に、新生児聴覚検査・乳児個別健

康診査を医療機関に委託して実施した。 

① 新生児聴覚検査 

  新生児を対象に、個別の医療機関で実施した。通常は出産した病院にて、退院までに実施し

た。                                                                                                                        
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② 乳児健康診査 

１歳未満の乳児を対象に、個別の医療機関で健康診査を実施した。通常は出産した病院にて、

１か月健康診査として実施した。 

③ 乳児後期健康診査 

満９か月～１歳未満の乳児を対象に、個別の医療機関で健康診査を実施した。 

  ＜新生児聴覚検査・乳児個別健康診査の実施状況＞ 

健診名 対象者 受診者数（人） 

新生児聴覚検査 新生児 ３５３ 

乳児健康診査 １歳未満 ４０１ 

乳児後期健康診査 満９か月～１歳未満 ４４８ 

                                               

                                              

２．母子保健推進事業                          

（１）妊婦・乳幼児相談の開催 

来所による面接等で、専門職による相談（妊婦・育児相談、ことば相談、すくすく子育て歯科相

談、離乳食・幼児食相談等）を実施した。 

 ＜相談者数＞ 

相談名 面接延人数（人） 電話延人数（人） 

保健師相談 １９１ １，１５０ 

歯科相談 １０５ ６６ 

栄養相談 ８７ ２７ 

 

（２）妊婦、新生児、乳幼児訪問指導の実施 

妊婦に対して訪問を行い、出産に向けた準備等の支援を行い、妊娠に関する不安や疑問の軽減に

努めた。また新生児・乳幼児を対象に家庭訪問を実施し、保護者の育児不安の解消と、疾病の早期

発見に努めた。 

  ＜訪問指導の状況＞ 

事業 実人数(人) 延人数（人） 

妊婦訪問指導 ３９ ４４ 

産婦訪問指導 ４３３ ４８１ 

新生児訪問指導（未熟児を除く） ７１ ７５ 

乳児訪問指導（新生児・未熟児を除く） ３８８ ４４６ 

幼児訪問指導 ５５ ７６ 

未熟児訪問指導 ３３ ３７ 

 

（３）ママパパ教室の開催 

妊婦やその配偶者を対象に、歯科医師・助産師・保健師・管理栄養士・歯科衛生士・保育士が、

妊娠、出産、育児及び歯科保健に関する知識を伝達・普及するために実施した。虐待予防のため、

ゆさぶられ症候群※防止の啓発も行った。全８回のうち６回は土曜日に開催し、そのうち２回はあ

いっくとの共催で実施した。 
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  ＜教室参加の状況＞ 

ママパパ教室 開催回数（回） 実人数（人） 延人数（人） 

参加者数 ８ ７４ ９４ 

（内訳）  母親参加者数  ４２ ５４ 

    父親参加者数  ３１ ３９ 

        その他（祖父母など）  １ １ 

 

※ ゆさぶられ症候群 

…乳児の身体を大きく揺することにより網膜出血、硬膜下血腫またはクモ膜下出血が引き起こされ

ること。 

 

（４）母子健康手帳の交付 

全ての妊婦に保健師・助産師がアンケートを活用して、面接を行った。併せて、管理栄養士・歯

科衛生士が面接を行い妊娠生活等への支援を行った。 

育児支援を目的とした情報提供と、家族の妊婦に対する支援や育児参加を促すため、市独自で作

成した父子手帳も兼ねた「Hello Baby」を配付した。また、妊婦にやさしい環境づくりの推進を

目的に「マタニティマークボールチェーンマスコット」を配付した。 

  ＜母子手帳交付数＞ 

 ３８８件 

  ＜保健センターで、母子健康手帳交付を受けた妊婦への面接者数（転入者等含む）＞ 

 保健師・助産師 管理栄養士 歯科衛生士 

  相談延人数（人） ４３０ ６ ３４４ 

   

（５）子育て世代包括支援センター事業  

妊娠中から切れ目のない支援をするために、子育て世代包括支援センター事業を実施した。 

支援の必要な妊婦を早期に把握して支援プランを作成し、継続的な支援を行った。また、妊娠中

の支援として、交流会を中心とした「プレママあんしんサロン」を開催した。令和３年度より開催

回数を２回から４回に増やした。 

妊娠中から出産後の支援として、助産師による「助産師あんしん相談」や「おっぱい相談」を、

心理相談員による「ママと子どものこころ♥あんしん相談」を月に１回第２金曜日に設定した。 

また、平成３０年度から医療機関にて日帰りや宿泊で産後に助産師等から授乳指導や育児相談を

受けることができる産後ケア事業を実施し、令和４年度からは自宅で助産師による授乳・沐浴指導

等が受けられる「訪問型」を、令和５年度からは看護師による専門的なこころのケアを受けられる

「訪問看護型」追加し、事業の拡大を図った。 

  ＜支援プラン作成数＞ 

  １０８件 

  ＜助産師あんしん相談者数＞ 

相談名 面接延人数（人） 電話延人数（人） 訪問延人数（人） 

助産師相談 ４１ １５３ ７３ 

  ＜プレママあんしんサロン参加の状況＞ 

開催回数（回） 実人数（人） 延人数（人） 

４ １７ ２３ 
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＜ママと子どものこころ♥あんしん相談者数＞ 

相談名 面接延人数（人） 電話延人数（人） 

心理相談員相談 １４０ ３４ 

＜産後ケア事業＞ 

利用登録人数：１７３人 

利用サービス種別 利用実人数（人） 利用日数 

ショートステイ １８ ４８泊 

デイサービス １１ ２４日 

訪問型 １５ ３７日 

訪問看護型 １７ ４３日 

 

（６）特定不妊治療費助成事業 

 平成３０年度より、特定不妊治療を受けた夫婦に対して、治療に要した医療保険適用外費用のう

ち、大阪府の「不妊に悩む方への特定治療支援事業」で受けた助成額を差し引いた金額（上限５万

円）を助成した。 

（令和４年４月の不妊治療の保険適用化に伴い、大阪府の「不妊に悩む方への特定治療支援事業」

が廃止され、本市の特定不妊治療費助成事業も終了となった。令和５年度は経過措置分への助成を

行った。） 

  申請数（人） 

３ 

 

（７）不育症治療費助成事業 

 平成３０年度より、妊娠しても流産・死産などを繰り返してしまう「不育症」の治療を受けた夫

婦に対して、治療に要した医療保険適用外の治療費の一部を助成する。  

  申請数（人） 

０ 

 

（８）離乳食講習会（もぐもぐ教室・かみかみ教室）の開催 

乳児の保護者を対象に、管理栄養士が離乳食の作り方を実演しながら、具体的な進め方について

の知識を伝達、普及するために実施した。「もぐもぐ教室」は１２回（生後５か月頃から８か月頃）、

「かみかみ教室」は６回（生後９か月頃から１８か月頃）実施した。また、パパのための離乳食講

習会を１回実施した。 

  ＜教室参加の状況＞ 

 

受講者数（人） 

母親 父親 その他 

もぐもぐ教室 ４８ ５ ３ 

かみかみ教室 ２５ ２ １ 

  ※「もぐもぐ教室」は「パパのための離乳食講習会（ 母親２人・父親２人）」を含む。 

 

（９）未熟児保健事業の開催 

未熟児で生まれた乳幼児に対して、保護者の育児不安の軽減、成長発達を促すため小児科医師に

よるクリニックや専門職（理学療法士等）による相談を行った。 

また、２，０００ｇ未満で生まれた未熟児の具体的な支援内容を個別に検討するため、未熟児検
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討会を実施した。 

  ＜未熟児保健事業の状況＞ 

事業名 開催回数 実人数（人） 延人数（人） 

未熟児クリニック ０ ０ ０ 

未熟児検討会 １ １ １ 

専門職相談 ６ ６ ６ 

 

（１０）妊産婦タクシー利用料金助成事業 

公共交通機関の利用が困難な時期の妊産婦が、出産に伴う入退院や出産後１か月までに行う産婦

健診・乳児一般健診のために、産科医療機関等へタクシーで移動した際の利用料金の助成をおこな

った。（１乗車上限３千円まで助成） 

 

 

 

 

３．出産・子育て応援事業                                

全ての妊婦・子育て家庭が安心して、出産・子育てができる社会を目指し、妊娠期から出産・子

育て期まで一貫して身近で相談に応じられる伴走型支援と、安心・安全に出産・子育てができるよ

うな経済的支援を一体的に実施する『出産・子育て応援事業』を令和５年２月１日より開始した。            

（※健康推進課では出産応援給付金を支給 こども子育て課で子育て応援給付金を支給する） 

（１）出産応援給付金の支給   

 妊娠の届出を行った妊婦に対し、出産応援給付金５万円を支給した。 

出産応援給付金支給件数 ３９７件 

 

（２）伴走型相談支援の実施   

 妊娠期からの切れ目のない支援を実施するために、妊娠届出時の面接、妊娠８か月頃の様子を伺

うアンケートを実施した。面接時の様子やアンケートの回答内容によって、助産師・保健師が電話

にて教室や産後ケアの紹介など保健指導を行い、必要時訪問や面接などの支援を実施した。 

 妊娠８か月時アンケート送付数 ３１７件 

  

年間利用者数（人） 利用金額総計（円） 

１３ ４２，３２０ 
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４．健康増進検診事業                                

河内長野市医師会、河内長野市歯科医師会等に委託し、事業を実施した。 

（１）がん検診事業 

がんの早期発見により、がん死亡率を減らすことを目的として胃・大腸・肺がん検診を４０歳以

上の市民、乳がん検診を４０歳以上の女性市民、子宮頸がん検診を２０歳以上の女性市民を対象に

実施した。 

① がん検診 

＜がん検診の状況  集団検診：保健センター  個別検診：取扱医療機関＞ （単位：人） 

項  目 受診者数 異常なし 要精密検査 受診率（％） 

胃 が ん ３，０１４ ２，８８０ １３４ １１．４ 

大 腸 が ん ８，１１３ ７，５９４ ５１９ ２０．５ 

肺 が ん １１，４６３ １１，２６０ ２０３ ２９．０ 

乳 が ん ２，４８２ ２，２８６ １９６ ２１．６ 

子 宮 頸 が ん 

２，８３１＊ 

内、体部受診 

２３７ 

２，７９５ 

３４ 

判定不能 

２ 

１６．１ 

          ＊判定不能後の再採取人数９人は含まず。 

② がん検診推進事業 

令和５年４月１日時点で特定の年齢の市民に対して、子宮頸がん検診・乳がん検診の検診費

用が無料となるクーポン券を送付した。 

子宮頸がん検診 

 ２０歳の女性市民  ４５５人 

乳がん検診    

 ４０歳の女性市民  ４９３人 

③ 子宮頸がん検診個別通知による受診勧奨 

子宮頸がん検診について、２５歳から４４歳の８，０７０人の女性市民に対し、受診促進を

目的に、子宮頸がんに関する知識と検診の重要性について理解を促すための啓発を行った。 

 

④ 乳がん検診個別通知による受診勧奨 

乳がん検診について、当該年度に奇数年齢になる４３歳から６９歳の９，７８６人の女性市

民に対し、隔年受診の周知と受診促進を目的に、乳がんに関する知識と検診の重要性について

理解を促すための啓発を行った。 

⑤ 胃がん・大腸がん・肺がん検診個別通知による受診勧奨 

胃がん・大腸がん・肺がん検診について、６０歳から６９歳の１３，７１２人の市民に対し、

受診促進を目的にがん検診に関する情報提供とがん予防のための啓発を行った。 

⑥ がん患者医療用ウィッグ購入助成事業 

がん患者の治療と就労の両立、療養生活の質がよりよいものになるよう、抗がん剤治療等に     

よって脱毛が生じた方への見た目の悩みや経済的負担を軽減する観点から、医療用ウィッグの

購入費用の一部を助成した。 

   ２２人 ２１１，２６４円 

⑦ 乳がん患者乳房補正具購入費助成事業 

  手術療法による乳房切除等の乳がん治療による患者の心理的負担を軽減するとともに、就労

等の社会参加を促進し、もって療養生活の質の向上を図ることを目的に、外見変貌を補完する
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乳房補正具の購入費用の一部を助成した。 

    ３人  ３０，０００円 

 

（２）各種検診事業 

① 一般健康診査 

４０歳以上の市民で保険者の実施する特定健康診査等の対象外となり健康診査を受診する機

会のない市民を対象に心臓病・脳卒中等の生活習慣病予防のため、大阪府の特定健康診査と同

一内容の一般健康診査を実施した。 

    実績   受診者 ４６人（積極的支援３人、動機付け支援４人、情報提供３９人） 

② 歯周疾患検診 

高齢期における健康を維持し、食べる楽しみを享受できるよう、歯の喪失を予防することを

目的に、当該年度に４０歳、５０歳、６０歳及び７０歳になる市民を対象に歯科医療機関で検

診を実施した。 

項 目 受診者数 異常なし 要指導 要精検 

歯周疾患検診 ６５５人 ８５人 １４８人 ４２２人 

③ 骨粗しょう症検診 

骨粗しょう症は骨折等の基礎疾患となり、高齢社会の進展によりその増加が予想されること

から、早期に骨量減少者を発見し、骨粗しょう症を予防することを目的に、当該年度に４０歳、

４５歳、５０歳、５５歳、６０歳、６５歳及び７０歳になる女性市民を対象に骨粗しょう症検

診を実施した。 

項 目 受診者数 異常なし 要指導 要精検 

骨粗しょう症検診 ８９３人 ３２４人 ２６１人 ３０８人 

④ Ｂ型Ｃ型肝炎ウイルス検査 

感染を早期に発見し、適切な治療や定期的な検診によって、病気の進行を予防するため、当

該年度に４０歳になる市民と、４０歳以上で平成１４年以降に検査を受けておらず、受診を希

望する市民を対象に、Ｂ型Ｃ型肝炎ウイルス検査を実施した。また、肝炎対策強化推進事業と

して、４０歳以降に一度も当該検査を受診していない市民（４０歳以上６０歳までの５歳刻み

の年齢）に個別勧奨を行った。 

 

項  目 受診者数 結果内訳 

Ｂ型肝炎ウイルス検査 ３８５人 陽性者              ４人 

Ｃ型肝炎ウイルス検査 ３８４人 感染している可能性が極めて高い人 ０人 

⑤ 青年・成人健康診査 

生活習慣病予防を目的とし、１６歳から３９歳までの市民を対象に、健康診査を実施した。 

 実施日 場所 受診者数 

６月２０日 保健センター ４４人 

６月２１日 保健センター ３３人 

⑥ 心電図検査 

平成２０年度より始まった特定健康診査に併せて、保険者を問わず市内で特定健康診査、及

び大阪府後期高齢者医療広域連合が実施する健康診査を受診する４０歳以上の市民を対象に、

不整脈などの発見を目的に心電図検査を実施し、７，３３７人が受診した。 
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５．健康づくり推進事業                       

（１）健康教育事業 

① 健康教育事業 

生活習慣病の予防やその他健康に関する事項について、正しい知識の普及を図ることにより、

「自らの健康は自らが守る」という認識と自覚を高め、健康の保持増進に資することを目的に、

健康教育を実施した。 

種 類 実施回数（回） 実人数（人） 延人数（人） 

一般健康教育 １７ ４１０ ４６４ 

歯周疾患健康教育 ５ １９ ２５ 

② こころの健康づくり啓発事業 

ア．啓発事業 

自殺防止対策の必要性を啓発するために、キックス・保健センターのトイレ、図書館にパ

ンフレットを設置するとともに、若者向けの啓発として、パンフレットと府・市の相談機関

一覧を河内長野市薬剤師会加入の薬局と図書館、ハローワークに配架した。 

また、９月の自殺予防週間や３月の自殺対策強化月間等に広報紙に記事を掲載。市ホーム

ページでも１年を通して情報が把握できるようにした。 

イ．自殺対策連絡会議 

総合的かつ効果的な自殺対策を推進し、市及び関係機関の連携と相談員のスキルアップを

図ることを目的として、自殺対策連絡会議とゲートキーパー養成研修を令和５年１１月に開

催した。 

③ 健康啓発事業 

市民一人ひとりが健康に関心を持ち、また実践することによって、健康で明るく住みよいま

ちづくりを目指し、がん検診に関する啓発や集団がん検診等を行った。 

イベント名 開催日 開催場所 主な内容 参加者(人） 

乳がん検診 

啓発イベント 

令和５年 

１０月 

キックス  

天野山金剛寺 

乳がん検診啓発のパネ

ル展示、チラシ配布、

ライトアップ 

－ 

健康の日 

関連イベント 

令和５年 

１１月１１日 
保健センター 

集団がん検診（胃がん、

肺がん、大腸がん、乳

がん、子宮頸がん） 

９０ 

アスマイル   

説明会・登録会 

令和５年６月

から令和６年

１月に計５回 

市民サロン 

公民館 

自治会館 

キックス 

アスマイルについての

説明、相談、個別登録

支援 

８２ 

 

（２）健康づくり推進員事業 

地域の健康力の向上を図るため健康づくり推進員の活動を支援した。年度末での推進員数は２３

人であった。 

定例会を２回、フォローアップ研修を１回、健康づくり講座を２回、ウォーキング講習会を１回

開催し、延２２人の出席があった。また、健康づくりの推進を図るため、延９３人の地域住民も参

加し、主体的な健康づくりの実践を学んだ。健康づくり推進員養成講座は４回開催し、延４０人の

出席があった。ウォーキング等運動講師派遣事業は、３回実施した。 
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６．食育推進事業                               

（１）食育の啓発及び推進 

「河内長野市食育推進計画」に基づき、生涯を通じた健全な食生活や健康の増進等を実現するこ

とができるよう、市民一人ひとりが、食に関する正しい知識と食を選択する能力を身につけること

をめざした食育の推進について、以下の取組みを実施した。  

① 朝食を欠食する人を減らすために、「朝食レシピ集（全２５品）」を掲載したホームページの

二次元コードを添付したチラシを、乳幼児健康診査、がん検診、健康教育等で配布し、朝食の

大切さについての啓発を行った。 

② 食育を推進する食のボランティア（食生活改善推進員）と一緒に、望ましい食生活を身につ 

 けるための料理教室を２回実施し、１９人の参加があった。 

③  離乳食・幼児食相談会を６回（隔月）実施し、個別の相談に応じるとともに、望ましい食習

慣の普及や保護者の不安の軽減を図った。 

 

（２）食生活改善推進員養成講座の開催 

「河内長野市食育推進計画」に基づき、食生活の改善を通じて地域の健康づくりを推進する「食

生活改善推進員」を養成するための講座を開催した。講座では、食に関する講義や調理実習、運動

実技等を行った。  

      １０月３日 １０月１３日 １０月２３日 １１月１日 １１月９日 

受講者数 ５人 ４人 ４人 ５人 ５人 

        （実人数：５人  延べ人数：２３人） 

 

（３）食生活改善推進員の研修会 

 食生活改善推進員を対象に研修会を１回実施し、食生活改善推進員の資質向上を図った。 

      １月１８日 

参加者数 １４人 
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７．予防接種事業                                

河内長野市医師会等に委託し、事業を実施した。 

（１）予防接種事業の実施   

予防接種法に基づき、定期の予防接種等を実施した。 

＜予防接種の接種状況＞ 

種  別 接 種 年 齢 回数 
実施 

期間 

延接種 

者数（人） 

ロタウイルス 

生後６週～生後２４週（ロタリック

ス） 
２回 

通年 

６６９ 

生後６週～生後３２週（ロタテック） ３回 １８５ 

ヒブ 生後２か月～５歳未満 ４回 通年 １，７０３ 

小児用肺炎球菌 生後２か月～５歳未満 ４回 通年 １，７０２ 

Ｂ型肝炎 １歳未満 ３回 通年 １，２７５ 

四種混合 (ｼ ﾞ ﾌ ﾃ ﾘ

ｱ・百日せき・破傷

風・不活化ﾎﾟﾘｵ） 

※ﾎﾟﾘｵのみ含む 

1期 生後３か月～７歳６か月未満 ４回 通年 １，８２０ 

ＢＣＧ（結核） １歳未満 １回 通年 ４１７ 

水痘 １歳～３歳未満 ２回 通年 ９５６ 

麻しん風しん 1期 １歳～２歳未満 １回 通年 ４９７ 

麻しん風しん 2期 保育園・幼稚園等の年長児にあたる人 １回 通年 ５７５ 

二種混合 (ｼ ﾞ ﾌ ﾃ ﾘ

ｱ・破傷風） 
2期 １１歳～１３歳未満 １回 通年 ５３３ 

日本脳炎 

（特例措置含む） 
1期 ６か月～７歳６か月未満 ３回 通年 １，８５８ 

日本脳炎 

（特例措置含む） 
2期 ９歳～１３歳未満 １回 通年 ６５０ 

子宮頸がん 小学６年生～高校１年生の女子 ３回 通年 ６０２ 

高齢者インフルエンザ 
満６５歳以上又は６０歳～６５歳未

満で、厚生労働省令の要件を満たす人 
１回 

10月1日～ 

1月31日 
２０，８８６ 

高齢者用肺炎球菌 

当該年度末で６５歳以上である人及

び 

６０歳～６５歳未満で、厚生労働省令

の要件を満たす人 

１回 通年 １，４５４ 

 

（２）高齢者用肺炎球菌ワクチン等接種費用助成事業 

当該年度末で６５歳以上で定期の予防接種に該当しない人 １５６ 人 

 

（３）成人用風しん予防接種費用助成事業 

河内長野市民で妊娠を希望する女性、妊娠を希望する女性の配偶者又は妊娠している女性の   

配偶者 １２５人 
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（４）風しん第５期定期予防接種の実施  

 風しんに係る公的な予防接種を受ける機会がなかった、昭和３７年４月２日～昭和５４年４月１

日生まれの男性を対象に風しん第５期定期予防接種を実施した。 

 抗体検査１６３人   予防接種４３人 

 

（５）麻しん・風しん予防接種の救済事業の実施  

 １歳～２歳未満で接種する１期または小学校入学前の１年間に接種する２期の予防接種を打ち

逃した人に対し、１期は保育園・幼稚園等の年中まで、２期は小学校６年生まで、任意接種にかか

る費用を助成する旨の勧奨通知を送付し接種した人に助成を行った。 

 １期２人   ２期２４人 

 

（６）子宮頸がんキャッチアップ接種の実施  

 子宮頸がんワクチンの積極的な勧奨が差し控えられていた期間に接種対象であった、平成９年４

月２日～平成１９年４月１日生まれで、過去に子宮頸がんワクチンの接種を合計３回受けていない

女性を対象に、公平な接種機会を確保する観点から、対象の３，０６７名に勧奨通知を発送し、キ

ャッチアップ接種を行った。 

 延接種者数７４９人 

 

（７）骨髄移植患者等ワクチン再接種費用助成事業の実施  

骨髄移植等により、従前に受けた定期の予防接種の予防効果が期待できないと判断された者に対

し、再接種費用の助成をする。給付件数 ０件（申請者０人） 

 

（８）予防接種費用の償還払いの実施  

他市の医療機関等、本市と委託契約のない医療機関で予防接種を受けたものに対し、対象となる

予防接種の費用について、償還払いを行った。 

小児個別予防接種２０件（再掲） 高齢者インフルエンザ２５８件（再掲） 

 

（９）予防接種健康被害関係事業の実施  

予防接種による健康被害者に対して、障がい年金等の給付を行った。給付件数 ３件                                 
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８．新型コロナウイルス対策事業                           

新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ-１９）の拡大を予防するために、新型コロナウイルス

感染症に関する相談や、自宅療養者への支援、保健所や医療機関と連携して予防・啓発を行うなど

の対策事業を実施した。 

（１）新型コロナウイルス相談事業 

 新型コロナウイルス感染症に関する相談として、保健センターの専門職が対応するとともに、相

談内容に応じて、大阪府コロナ府民相談センターや富田林保健所等と連携するなど状況に応じた対

応を行った。 

 

（２）新型コロナウイルス自宅療養者等支援事業 

 新型コロナウイルスに感染し、自宅療養を指示された人に、家庭内感染防止等のために感染予防

対策グッズの提供と、お困りごとの相談を行った。必要時にはパルスオキシメータの貸与を行った。 

令和５年４月１日～令和５年５月７日（５類感染症に変更されるまで） 

電話による自宅療養者の相談件数 １０人 

感染予防対策グッズの提供     ２人 

 

（３）新型コロナウイルスワクチン接種事業 

新型コロナウイルス感染拡大を防止するため、新型コロナウイルスワクチンの接種を実施した。 

・令和５年春開始接種 

 期  間：令和５年５月８日 ～ 令和５年９月１９日 

 接種回数：期間内に一人１回 

対 象 者：初回接種を終了した以下の市民 

 ① ６５歳以上の高齢者 

         ② ５～６４歳の基礎疾患を有する人、重症化リスクが高いと医師が認める人 

         ③ 医療機関、高齢者・障がい者施設等の従事者 

 

・令和５年秋開始接種 

 期  間：令和５年９月２０日 ～ 令和６年３月３１日 

 接種回数：期間内に一人１回 

対 象 者：初回接種を終了した生後６か月以上のすべての市民 
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令和 6年 6月 19日時点 

 

※接種者数は、ワクチン接種記録システム（VRS）による人数 

※対象者数は、令和５年３月末日時点の人口 

 

 

＜新型コロナウイルスワクチン接種に係る委託業務等＞ 

業務名等 執行額(円) 受託者 業務概要等 

電算処理業務 1,204,500 ㈱両備システムズ 

予防接種台帳システムの新

型コロナワクチン対応改修

業務 

予防接種業務 139,590,572 

河内長野市医師会等 

（全国知事会と日本医師会

との集合契約に基づく） 

新型コロナワクチン接種に

関する業務 
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新型コロナウイ

ルスワクチン接

種事業支援業務 

107,365,600 ㈱日本旅行関西法人営業部 

コールセンター業務 

予約システム構築 

接種券・予診票の作成業務 

事務処理業務 

接種券印刷・発送業務 

新型コロナウイ

ルスワクチン配

送業務 

13,123,352 ㈱ロジクエスト 
新型コロナワクチンの配送

業務 

医療廃棄物収集

処理業務 
16,170 

①DINS関西㈱ 

②㈱国中環境開発 

①医療廃棄物処分業務 

②医療廃棄物収集・運搬業務 

 

（４）新型コロナウイルスワクチン接種促進協力金交付事業 

ワクチン接種を希望する市民が速やかに接種できる体制を確保するため、市内診療所に対し、河

内長野市新型コロナウイルスワクチン接種促進協力金を交付し、接種の促進を図った。 

 

＜交付条件・内容＞ 

・約２か月ごとの期間中に、週１００回以上の接種を４週間以上行った場合、週１００回以上の

接種をした週における接種回数に対して、回数当たり２，０００円の支援を行う。 

・週１００回以上の接種を行ったそれぞれの週のうち、少なくとも１日は、時間外、夜間または

休日における接種体制を用意していること。  

 

＜実績＞ 

実施期間 交付額(円) 交付件数 

5月1日 ～ 7月2日接種分 14,522,000 12 

 9月4日 ～ 11月5日接種分 13,156,000 11 

計 27,678,000 23 

 

 

  



16 

 

９．救急医療関係事業                          

（１）広域小児急病診療事業 

日曜日・祝休日・年末年始（１２月２９日～１月３日）の昼間、土曜日・日曜日・祝休日・年末

年始の午後４時～８時、毎日の夜間から早朝における小児の救急医療体制を河内長野市、富田林市、

大阪狭山市、太子町、河南町、千早赤阪村の南河内南部３市２町１村が医師会等の協力を得て実施

した。 

  ＜広域小児急病診療受診状況＞ 

  

稼働日数 

 

稼働時間 

診療 

病院 

広域体制全

体受診人数 

河内長野市 

在住者受診 

人数（内数） 

日曜   

祝休日 

年末年始 

        

７３日 

午前９時～    

１１時３０分 

午後１時～    

３時３０分 

   

富田林

病院 

      

４，３２６人 

 

１，２２０人 

夜間 ３６６日 午後８時～午前８時 
指定 

病院 
２，６５０人 ７６６人 

土曜・日曜 

祝休日  

年末年始 

 

１２３日 

 

午後４時～８時 
指定 

病院 

 

９３４人 

 

 

３２７人 

 

 

１０．休日急病診療関係事業                                

（１）休日急病診療事業 

医療機関の通常の診療日及び診療時間外において、医療を必要とする急病患者に診療を行うため、

医師会・歯科医師会・薬剤師会の協力を得て、土曜日・日曜日・祝休日・年末年始（１２／３０～

１／３）における急病患者の診療を行い、救急医療体制の確立を図ることで市民の安全安心の確保

に努めた。 

  ＜診療日等＞ 

診療科目 診療日 受付時間 

 

内科 

土曜日 午後６時～８時４０分まで 

日曜日・祝休日 

年末年始（12/30～1/3） 

午前１０時～１１時４０分まで 

午後 １時～ ３時４０分まで 

 

歯科 

5/3～5/5 

年末年始（12/30～1/3） 

午前１０時～１１時４０分まで 

午後 １時～ ３時４０分まで 

日曜日・祝休日 午前１０時～１１時４０分まで 

 

 ＜患者数＞                               （単位：人）                                         

診療日 診療日数 内科 その他 歯科 計 

日曜日等   ７２日 １，５２４ １０ ６７ １，６０１ 

土曜日   ５０日 ３１４ ４ ― ３１８ 

計 １２２日 １，８３８ １４ ６７ １，９１９ 
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（２）新型コロナウイルス感染症検査の実施 

 一般の医療機関が休診である土曜日・日曜日・祝休日・年末年始において新型コロナウイルスで

感染症を疑う患者に対し、５類移行後も検査を引き続き行うことで、陽性者に対する迅速な治療、

周囲への感染拡大の防止に努めた。 

検査日数合計１１６日 検査人数：１，４５１人  

 

（３）感染症対策用消耗品の購入 

 感染症（新型コロナウイルス感染症や新型インフルエンザ等）の発生に際し、物流の停滞や買い

占め等による不足が想定されるため、発生時に必要な個人防護服等の医療資器材の備蓄・整備を行

った。 

 

 

１１．障がい児（者）歯科診療事業                                 

（１）南河内圏域障がい児（者）歯科診療事業 

河内長野市、藤井寺市、羽曳野市、富田林市、大阪狭山市、太子町、河南町、千早赤阪村の南河

内５市２町１村が共同して広域により取り組み、南河内圏域６歯科医師会（河内長野市歯科医師会、

富田林歯科医師会、狭山美原歯科医師会、松原市歯科医師会、藤井寺市歯科医師会、羽曳野市歯科

医師会）の協力のもと、知的・身体・精神障がいがある人で、地域の歯科診療所での診療が困難で

診療介助等を要する方の口腔ケア・治療・予防を目的に以下のとおり診療を実施した。 

また、大阪大学歯学部附属病院の障害者歯科治療部の歯科医師の派遣により、各市町村の担当歯

科医師と共に治療を行うことで各市町村の歯科医師のスキルアップを狙い、各市町村での歯科治療

技術のフィードバックを目的として行った。 

 

  ＜診療日等＞ 

診療日 診療時間等 診療場所 

 

木曜日 

（祝休日・年末年始を

除く） 

午後１時～５時 

＊要予約 

予約受付は平日の午前９時～午後５時 

（診療時間外の予約受付は、 

河内長野市立保健センターで実施） 

 

河内長野市立休日急病

診療所 

 

 

 

  ＜患者数＞                               （単位：人） 

診療日数 南河内圏域全体 河内長野市民（再掲） 

患者数 初 診 再 診 患者数 初 診 再 診 

５０日 ７０６ ２０ ６８６ ３９８ １３ ３８５ 

                                     

                                     



                   

                                          

分
野 

指標 
期首値 

2017年度 

中間評価 
2021年度

（※３） 

     

2023年度 
（令和5年度） 

目標値 

2026年度 
 分野 指標 

期首値 

2017年度 

中間評価 
2021年度

（※３）

 

2023年度 
（令和5年度） 

目標値 

2026年度 

母 

子 

保 

健 

妊娠中の喫煙
率 2.2% 2.5% 1.2％ 0%  

が 

ん 

・ 

生 

活 

習 

慣 

病 

市が実施するがん検診受診後の精密検査受診率 

乳幼児健康診査の未受診率  
 40歳以上／ 
 肺がん 94.3% 

令和２年度

89.6% 

令和4年度 

95.3％ 

(新)90.0％(※2) 

 4か月 2.4% 3.5% 1.6％ 2.0％未満  (旧)現状維持 

 1歳7か月 3.2% 3.2% 3.1％ 3.0％未満  
 40歳以上／ 
 胃がん 90.2% 

令和２年度

85.5% 

令和4年度 

97.0％ 

(新)90.0％(※2) 

 3歳6か月 8.5% 7.2% 3.8％ 5.0％未満  (旧)現状維持 

ゆったりとした気分で子どもと過ごせる時間がある母親の割合  
 40歳以上／ 
 大腸がん 68.8% 

令和２年度

79.7% 

令和4年度 

81.2％ 
90.0％以上 

 4か月 96.5% 94.7% 95.4％ 増加  
 40歳以上／ 
 乳がん／女性 98.1% 

令和２年度

97.7% 

令和4年度 

98.9％ 
現状維持 

 1歳7か月 91.1% 91.3% 90.8％ 増加  
 20歳以上／ 
 子宮頸がん 86.2% 

令和２年度

70.0% 

令和4年度 

100％ 
90.0％以上 

 3歳6か月 89.6% 89.6% 90.1％ 増加  
身 
体 
活 
動 
・ 
運 
動 

運動習慣者（１回30分以上の運動を週２回以上実施し、１年間
以上持続している人） 

育てにくさを感じた時に対処できる親の割合  

 男性 33.2% 46.6% 

－ (新)増加(※１) 

 4か月 81.3% 64.3% 86.7％ 95.0％以上  － (旧)35.0％以

上 

 1歳7か月 83.3% 73.8% 76.7％ 95.0％以上   女性 22.2% 33.3% － 35.0%以上 

 3歳6か月 84.8% 78.9% 79.1％ 95.0％以上  

歯 

の 

健 

康 

う歯（むし歯）の

ない３歳児の割合 
78.3% 84.5% 90.5％ 85.0％以上 

栄 

養 

・ 

食 

生 

活 

食育に関心が
ある人 67.7% 71.7% 

－ (新)増加(※１)  
60歳で24歯以上
の自分の歯を有す
る人 

54.4% 55.6% － 65.0％以上 

－ (旧)70.0%  80 歳 以 上 で
20歯以上の自
分の歯を有す
る人 

36.9% 39.1% 

－ 
(新)45.0％以上 

(※２) 

朝食を欠食する人
（20～30歳代） 33.3% 33.2% － 15.0％以下  － (旧)40.0％以上 

行事食を取り
入れている人 83.5% 84.6% － 増加  

定期的な歯科検
診の受診者 
（40～64歳） 

52.8% 56.7% 

－ (新)増加(※１) 

  休

健 養

康 ・

づ こ

く こ

り ろ

  の

自殺者数（府人

口統計） 
17人 12人 

令和4年 

１２人 
10人以下  － (旧)55.0％以上 

ストレスを解消

できている人 70.7% 66.1% － 75.0％以上  た 

ば 

こ 

・ 

ア 

ル 

コ 

－  

ル 

喫煙率     

こころが疲れた時に相
談できる専門機関を
知っている人 

36.0% 38.2% － 57.0％以上   男性 17.5% 19.9% － 15.0％以下 

が 

ん 

・ 

生 

活 

習 

慣 

病 

健康診断を受
ける人 69.8% 73.2% 

－ 
( 新 ) 増 加
(※１) 

  女性 6.2% 6.6% － 5.0％以下 

－ (旧)72.0％以  多量に飲酒する人（3合以上飲酒する人） 

市が実施するがん検診受診率   男性 12.2% 6.4% － 3.2％以下 

 40歳以上／ 
 肺がん 29.5% 26.9% 29.0％ 35.0％以上   女性 2.2% 2.5% － 0.2％以下 

 40歳以上／ 
 胃がん 16.9% 11.6% 11.4％ 25.0％以上        

 40歳以上／ 
 大腸がん 21.9% 19.1% 20.5％ 30.0％以上        

 40歳以上／ 
 乳がん／女性 27.7% 23.3% 21.6％ 35.0％以上        

 20歳以上／ 
 子宮頸がん 16.3% 14.9% 16.1％ 20.0％以上 

 

 
    

 
 

※1 中間評価で計画策定時（期首値2017年度）の目標を達成している指標については目標値を2026年度「（新）増加」に

変更します ※2 国・大阪府の目標値に変更 ※3 令和４年８月（2022年度）市政アンケート（20歳以上1,069

名）と、2021年度の市・国の保健事業データ 
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１ 令和６年度新規及び充実事業                    

 

【母子保健事業】 

Ⅰ.こどもファミリーセンター設置〈新規事業〉 

児童福祉法の改正に伴い、市町村にこども家庭センターの設置が求められた。河内長野市では、ゆ

めっく（旧子育て世代包括支援センター）とこども子育て課、子ども・子育て総合センターあいっく

が連携し、こども家庭センターを設置、「こどもファミリーセンター」の名称で、妊娠期から出産・子

育て期まで切れ目ない支援を提供する。 

 

Ⅱ.初回産科受診料助成事業〈新規事業〉 

低所得の妊婦について、経済的負担の軽減を図るとともに、状況を継続的に把握し、支援につなげ

るため、初回の産科受診料を助成する。 （上限額 1万円） 

 

Ⅲ. 妊婦健康診査費用助成事業〈充実〉 

 妊婦が安心して出産できるように妊婦健康診査に係る費用について、助成額の増額を実施し、妊婦

の経済的負担の軽減を図る。（総額 １２０,０８０円に増額） 

 

 

【健康づくり事業】 

 

Ⅰ.５がん検診の実施 

 平成３０年度から「河内長野市健康の日」の関連イベントとして５がん検診を実施している。令和

６年度は、５回実施予定である。また、保険医療課と連携し、国民健康保険加入者の特定健康診査と

同日に受診できるよう実施する。 

 

Ⅱ．骨髄等移植ドナー支援事業〈新規事業〉 

 骨髄・末梢血幹細胞提供に係る通院、入院又は面談に伴う経済的負担の軽減を図り、ドナー登録及

び骨髄等の提供を推進するため、公益財団法人日本骨髄バンクが実施する骨髄バンク事業において、

骨髄等の提供を行った者に対し、助成金を交付する。（上限額１４万円） 

 

Ⅲ．歯周疾患検診の充実 

 生涯を通じた切れ目のない歯科検診の実現のため健康増進事業の見直しが行われ、新たに 20歳と

30歳が歯周疾患検診の対象者に加えられた。本市においても、対象を 20歳、30歳、40歳、50歳、60

歳、70歳とし、歯・口腔の健康の保持・増進につなげていく。 

 

 

【予防接種事業】 

 

Ⅰ. 新型コロナウイルスワクチン定期接種の実施  

 令和６年度より定期接種となった新型コロナウイルスワクチン接種について、対象者が安心して接

種ができるよう、接種体制の確保及び情報発信を行う。 
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Ⅱ．５種混合ワクチンの定期接種実施 

 生後２か月〜７歳６か月未満を対象に、４種混合ワクチン（ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ）

にヒブワクチンを加えた５種混合ワクチンの予防接種を実施する。 

 

Ⅲ．小児肺炎球菌ワクチン予防接種（使用ワクチン変更） 

 令和６年９月までは、13価（沈降 13価肺炎球菌結合型ワクチン（PCV13））と 15価（沈降 15価肺

炎球菌結合型ワクチン（PCV15））を定期接種ワクチンとして使用する。 

 令和６年１０月以降は、15価（沈降 15価肺炎球菌結合型ワクチン（PCV15））と 20価（沈降 20価

肺炎球菌結合型ワクチン（PCV20））を定期接種ワクチンとして使用する。 
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２ 母子保健事業 

２－１『治療費助成事業』 

区分 対象者 内 容 日程及び場所 

①不育症治療費 

助成事業 

妊娠しても流

産・死産などを

繰り返す「不育

症」と診断され

た夫婦 

 

「不育症」の治療を受けた夫婦に対

して、治療に要した医療保険適用外

の治療費の一部を助成する。 

（１年度につき３０万円まで） 

随時 

（会場）府内医療機関 

    府外医療機関 

２－２『妊産婦健康診査』 

区分 対象者 内 容 日程及び場所 

①妊婦 

健康診査 

 

妊婦 １．医師診察 ２．血圧測定 

３．体重測定 ４．尿検査 

５．保健指導 ６．血液検査 

等 

妊婦健康診査に要した費用の内、一

定額を公費負担する。  

 個別健診 随時 

・１人につき１４回実施 

・多胎の場合、追加で５回実施 

受診時期 

２３週まで   ４週に１回 

２４週～３５週 ２週に１回 

３６週以降    週に１回 

（会場）府内指定医療機関 

府外医療機関 

 

②産婦 

健康診査 

 

産婦 

（産後８週以

内の産婦、死産

及び流産した

ものも含む） 

１．健康状態・育児環境の把握２

．体重・血圧測定 

３．尿検査（蛋白・糖） 

４．エジンバラ産後うつ病質問票  

１回当たり５千円を上限として公

費負担する。 

個別健診 随時 
・１人につき２回以内 

・通常、産後２週間、産後１か月

に実施 

（会場）府内指定医療機関 

府外医療機関 

 

③初回産科受診

料助成事業 

住民税非課税

世帯、またはこ

れと同等の所

得水中である

と認められる

方 

妊娠の判定に要する診察・尿検査

・必要に応じて超音波検査等を実

施した場合の診察料 

（助成上限額１万円） 

随時 

・年度内２回まで 

・医療機関にて実施 
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２－３『乳幼児健康診査』 

 

区分 対象者 内 容 日程及び場所 

①新生児 

聴覚検査 

新生児 １．AABRまたはOAEによる 

聴覚検査 

個別健診 随時 

（会場）府内指定医療機関 

府外医療機関 

②乳児 

健康診査 

 

１歳未満の児 １．問診 

２．身体計測 

３．医師診察 

個別健診 随時 

（会場）府内指定医療機関 

府外医療機関 

③４か月児 

健康診査 

４か月児 １．問診 

２．身体計測 

３．医師診察 

４．個別相談 

５．離乳食相談 

集団健診 年間１２回 

 原則 第２火曜日 

（会場）保健センター 

④乳児後期 

健康診査 

 

生後９か月から１

歳未満の児 

１．問診 

２．身体計測 

３．医師診察 

個別健診 随時 

（会場）府内指定医療機関 

府外医療機関 

⑤１歳７か月児

健康診査 

１歳７か月児 １．問診 

２．身体計測 

３．医師診察 

４．歯科医師診察 

５．個別相談 

集団健診 年間１４回 

原則 第４木曜日 

（会場）保健センター  

➅２歳６か月児 

歯科健康診査 

２歳６か月児 １．問診 

２．歯科医師診察 

３．個別指導 

  （希望によりフッ化物塗布

） 

集団健診 年間１４回 

 原則 第２または第４月曜日 

（会場）保健センター 

⑦３歳６か月児

健康診査 

 

 

 

 

３歳６か月児 １．問診 

２．尿検査 

３．身体計測 

４．医師診察 

５．歯科医師診察 

６．個別相談 

７．視力・聴覚検査 

集団健診 年間１８回 

 原則 第１・３水曜日 

（会場）保健センター 
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⑧歯科疾患予防 

事業（歯科フ 

ォロー健康診 

査） 

 

１歳７か月児・２歳

６か月児・３歳６か

月児健診においてC

AT21検査で要注意

となった児、要観察

歯、う歯が認められ

る児 

１．歯科医師診察 

２．個別指導 

（１歳８か月児・３歳７か月児

フォロー健康診査受診児は希望

によりフッ化物塗布） 

集団健診 年間９回 

 原則 第４水曜日 

（会場）保健センター 

⑨経過観察健診 

･約束クリニック 

･発達相談 

･専門クリニック 

各健診・相談の結果

、経過観察を必要と

する児 

１．問診 

２．身体計測 

３．医師診察 

４．心理相談 

５．育児相談 

６．保健相談 

･約束クリニック 

年間１２回：原則 第２水曜日 

（会場）保健センター 

･発達相談 （４・５歳児発達相談を

含む） 

年間１３０回程度 

（会場）保健センター 

･専門クリニック 

＜発達＞ 

年間１回 

(会場) 保健センター 

＜整形＞ 

年間５回 

（会場）保健センター 

⑩未熟児クリ 

ニック 

出生体重が 2500g

未満、又は、未熟性

のある乳幼児 

１．問診 

２．身体計測 

３．医師診察 

４．保健指導 

年間１回 

（会場） 保健センター 

 

 

２－４『教室事業』 

区分 対象者 内 容 担 当 日 程 場  所 

➀両親教室 

（ママ・パパ 

教室） 

 

妊婦及び

その配偶

者 

 

 

 

妊婦に対して、助産

師・保健師等による

知識の普及、仲間づ

くりの支援 

助産師 

保健師 

看護師 

歯科医師 

歯科衛生士 

管理栄養士 

平日 

年間２回 

 

土曜日 

年間６回 

保健センター 

子ども・子育て

総合センター 
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➁プレママ 

あんしんサロン 

妊婦 妊婦に対して、妊娠

期の不安や疑問の

軽減や仲間づくり

の支援 

助産師 

保健師 

心理相談員 

年間４回 保健センター 

➂離乳食講習会 

（もぐもぐ教室 ） 

（かみかみ教室 ） 

 

離乳期の

乳児を持

つ保護者 

講議 

調理実演 

 

 

管理栄養士 

 

歯科衛生士 

（かみかみ教室

のみ） 

 

（もぐもぐ教室

） 

年間１２回  

（かみかみ教室

） 

年間６回 

保健センター 

 

 
２－５『相談事業』 

 

区分 対象者 内 容 担 当 日 程 場  所 

①ことば相談 

 

ことばの遅れ等で

フォローを必要と

する児 

ことば等につい

ての個別相談 

言語聴覚士 

 

 年間６回 

第２水曜日 

保健センター 

 

②すくすく歯科 

 相談 

(歯のすくすくサロ

ン) 

乳幼児を持つ保護

者 

個別歯科相談 歯科衛生士 年間９回 子ども・子育て

総合センター 

保健センター 

③離乳食・幼児食 

 相談会 

乳幼児を持つ保護

者 

栄養相談 

歯科相談 

管理栄養士 

歯科衛生士 

年間６回 

原則 偶数月 

保健センター 

④専門職相談 

 

出生体重が2500g

未満、又は、専門

職による相談が必

要な乳幼児とその

保護者 

運動発達、巧緻

運動、嚥下機能

等についての

個別相談 

理学療法士 

作業療法士 

言語聴覚士 

 

理学療法士 

年間３回 

作業療法士 

年間３回 

言語聴覚士 

年間１回 

保健センター

又は相談者の

自宅 
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⑤マタニティ 

 あんしん相談 

（妊産婦相談） 

 

 

 

妊産婦 

 

 

 

 

 

 

妊娠・出産・子

育てについて

の個別相談（個

別の要望にあ

わせて来所・電

話・訪問で実施

） 

助産師 

心理相談員 

 

 

 

 

通年 

（要予約） 

定例相談会 

（ママのあん

しん相談day 

年間１２回 

第２金曜日） 

保健センター

又は相談者の

自宅 

 

 

 

 

⑥ママと子どもの

「あんしん相談」 

産婦 

乳幼児を持つ保護

者 

子育てについ

ての個別相談 

（個別の要望

にあわせて来

所・電話・訪問

で実施） 

助産師 

心理相談員 

通年 

（要予約） 

定例相談会 

（ママのあん

しん相談day 

年間１２回 

第２金曜日） 

保健センター

又は相談者の

自宅 

⑦産後ケア事業 産後に家族等から

十分な支援が受け

られず、体調や育

児に不安のある産

婦等と生後1歳未

満の赤ちゃん 

医療機関等に

おいて宿泊型

や日帰り、また

は、対象者の自

宅で心身のケ

アや授乳、育児

についてのサ

ポートを行う。 

対象者の自宅

で看護師によ

る心のサポー

トを行う。 

指定医療機関

大阪府助産師

協会の助産師、

訪問看護ステ

ーションの看

護師等 

 

通年 

（要予約） 

指定医療機関 

又は相談者の

自宅 

 

２－６『訪問指導事業』 
 

区分 対象者 内 容 訪問者 場  所 

①妊産婦訪問指導 妊産婦 妊娠中・産後の健康管理 

相談等 
助産師 

保健師 

妊産婦の家庭 

②新生児等訪問 

 指導 

新生児 

乳幼児 

身体計測 

育児相談等 
助産師 

保健師 

新生児・乳幼児の家庭 

③赤ちゃん訪問 

 事業 

生後４か月ま

での乳児のい

る家庭 

育児の相談 

子育てに役立つ情報提供等 

 

保健師 

助産師 

 

生後４か月までの 

乳児のいる家庭 
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２－７『母子手帳等交付事業』 
 

区分 対象者 内 容 交付場所等 

①母子健康手帳の交付 妊産婦 妊産婦及び乳幼児の保健の基礎となる記

録となる母子手帳を交付 

妊婦面接を実施 

保健センター 

②「HELLO BABY」（子

育てガイドブック兼父子手

帳）の配布 

妊婦とその家

族 

妊婦自身が、安心して、妊娠・出産がで

きるような妊娠中の過ごし方についての

情報提供と、父親になる人や育児をサポ

ートする人を対象とした育児情報の提供

等を行う（母子健康手帳と同時に交付） 

保健センター 

③マタニティマークボー 

ルチェーンマスコット の

配付 

妊産婦 妊婦に対して優しい環境づくりを推進す

るため、マタニティマークボールチェー

ンマスコットを配付 

保健センター 

 

２－８『妊産婦タクシー利用料金助成事業』 

区分 対象者 内 容 申請場所等 

①妊産婦タクシー利用料金

助成事業 

妊産婦・乳児 分娩時や産後8週までに、分娩や産婦健診

及び、生後１か月頃の乳児健診、産後ケ

アのために利用したタクシーの利用料金

を助成する（１乗車上限３０００円） 

保健センター 

 

２－９『出産・子育て応援事業』 

区分 対象者 内 容 申請場所等 

①出産・子育て応援事業 妊婦・０歳～２

才児の養育者 

全ての妊婦・子育て家庭が安心して、出

産・子育てができる社会を目指し、妊娠

期から出産・子育て期まで一貫して身近

で相談に応じられる伴走型支援と、安心

・安全に出産・子育てができるような経

済的支援（出産応援給付金５万円・子育

て応援給付金５万円）を一体的に実施す

る。（子ども子育て課共同実施） 

保健センター 

自宅等 
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３ 健康増進事業 

３－１『健康診査』 

①がん検診 

区分 対象 内 容 日 数 費 用 場 所 

胃
が
ん
検
診 

４０歳以上の

市民 

１．問診 

２．胃部Ｘ線間接撮影 

  100㎜ ７方向 

（集団） 

１７日 

1,000円 

 

保健センター 

 

（個別） 

通年 

1,000円 

 

市内各指定医療機関 

肺
が
ん
検
診
・
結
核
検
診 

４０歳以上の

市民 

 

１．問診 

２．胸部Ｘ線直接撮影 

    30cm ×30cm １方向 

３．喀痰細胞診検査（高リスク者対象） 

  ３日間蓄痰方式 

※６５歳以上の受診者については同時に結

核検診も実施 

（集団） 

１７日 

 

500円 

 

保健センター 

（個別） 

通年 

500円 市内各指定医療機関 

大
腸
が
ん
検
診 

４０歳以上の

市民 

１．問診 

２．便潜血反応検査 

    ２回法 

（集団） 

１７日 

500円 

 

保健センター 

 

（個別） 

通 年 

500円 

 

市内各指定医療機関 

乳
が
ん
検
診 

４０歳以上の

女性市民で当

該年度に奇数

年齢になる者

、または前年

度未受診者 

１．問診 

２．マンモグラフィ 

    （４０歳代は２方向撮影） 

（集団） 

２１日 

1,000円 

 

保健センター 

（個別） 

通 年 

1,000円 

 

各指定医療機関 

子
宮
頸
が
ん
検
診 

２０歳以上の

女性市民 

 

１．問診 

２．視診 

３．内診 

４．細胞診（頸部・体部） 

    （体部は個別のみ） 

（集団） 

５日 

1,000円 

 

保健センター 

（個別） 

通 年 

1,000円 

 

市内各指定医療機関 

 

②がん患者医療用ウィッグ購入費助成事業 

対象 助成内容 

抗がん剤治療等の副作用などによる脱毛症に対処するために医療用ウィッ

グを購入された方で、現在治療中または経過観察中の方。（河内長野市に１

年以上住民登録があり、市税の滞納がないこと） 

１万円又は医療用ウィッグ本体

の購入費用の２分の１の額のい

ずれか低い額 

 



10 

 

③乳がん患者乳房補正具購入費助成事業 

対象 助成内容 

手術療法による乳房切除等の乳がん治療による外見変貌を補完する乳房補

正具を購入された方。（河内長野市に１年以上住民登録があり、市税の滞納

がないこと） 

対象者１人の片側の乳房の補正

につき、１万円又は補正具の購入

費用の２分の１の額のいずれか

低い額 

 

④骨髄等移植ドナー支援事業 

対象 助成内容 

骨髄バンク事業において骨髄等の提供を完了し、骨髄バンクによりこれを

証明する書類の交付を受けた方。（ドナーであって、骨髄等の採取が行われ

た日において河内長野市に居住し、住民登録があること） 

通院等の日数に２万円を乗じて

得た額。ただし、１回の骨髄等の

提供につき、１４万円を限度とす

る。 

 

⑤骨粗しょう症検診 

対象 内 容 日 数 費 用 場 所 

当該年度において、 

４０・４５・５０・５５・６０・ 

６５・７０歳になる女性市民 

１．問診 

２．骨量測定 

通 年 500円 市内各指定医療機関 

 

⑥Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査 

対  象 内  容 日 数 費 用 場 所 

４０歳以上で平成１４年

以降肝炎ウイルス検査を

受診していない市民  

１．問診 

２．ＨＢs抗原検査 

３．ＨＣＶ抗体検査 

（以下は、必要な場合のみ） 

・ＨＣＶ抗体検査 

・ＨＣＶ核酸増幅検査 

通 年 無 料 市内各指定医療機関 

 

 

 

 

 

⑦歯周疾患検診 

対象 内 容 日 数 費用 場 所 

当該年度において 

２０歳・３０歳 

４０歳・５０歳・ 

６０歳・７０歳 

になる人 

１．問診 

２．未処置歯の有無 

３．未処置歯の補綴の必要性 

４．軟組織・顎関節の状態 

５．歯周疾患検査 

６．口腔衛生検査及び指導 

通 年 

 

無 料 市内各指定医療機関 

（歯科医院） 
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⑧在宅寝たきり老人等訪問歯科健康診査 

対象 内 容 日数 費用 場 所 

４０歳以上で、概ね要介

護３以上で、歯科医院へ

通院できない市民 

１．問診     

２．未処置歯の有無 

３．未処置歯の補綴の必要性 

４．顎関節の状態 

５．歯周疾患検査 

６．口腔衛生指導 

７．入れ歯の状態 

８．動揺歯の状態 

９．治療の必要性 

10．口腔機能の評価 

通 年 無 料 対象者の家庭 

 

⑨一般健康診査 

対象 内 容 日 数 費用 場 所 

４０歳以上

で特定健康

診査等保険

者が実施す

る健康診査

の対象外の

者 

（基本的な健診の項目） 

１．問診  ２．身体測定  ３．検尿 

４．血圧測定 ５．診察 ６．血液検査 

［検査項目］ 

・ ＧＯＴ ・ＧＰＴ ・γ－ＧＴＰ 

・ 中性脂肪  

・ ＨＤＬコレステロール  

・ non-ＨＤＬコレステロール 

・ ＬＤＬコレステロール 

・ 血清クレアチニン  ・尿酸 

・ e ＧＦＲ 

・ 空腹時血糖 

・ ヘモグロビンA1c 

（詳細な健診の項目） 

・ 心電図検査 ・眼底検査  

・ 貧血検査 

（赤血球数、血色素量、ヘマトクリット値） 

６月～ 

３月 

無 料 市内各指定医療機関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩心電図検査 

対 象 内 容 日 数 費用 場 所 

４０歳以上

の市民 

・心電図 

＊原則として、特定健康診査等と同時実施 

通 年 無 料 市内各指定医療機関 
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⑪青年・成人健康診査 

対象 内 容 日 数 費用 場 所 

１６歳～ 

３９歳 

１．問診 ２．身体測定 ３．検尿 

４．血圧測定 ５．診察 ６．血液検査 

［検査項目］ 

・ ＧＯＴ ・ＧＰＴ ・γ－ＧＴＰ 

・ 中性脂肪  

・ ＨＤＬコレステロール  

・ ＬＤＬコレステロール 

・ 血清クレアチニン ・e ＧＦＲ 

・ 尿酸 

・ 空腹時血糖   ・ヘモグロビンA1c 

２日間 

６月 

500円 保健センター 

 

 

３－２『健康相談』 
 

相談名 対象者 場所 日 程 

①健康相談 市民 保健センター 

 

毎週月曜日（祝・休日を除く） 

②栄養相談 

 

〃 保健センター 

 

毎週月曜日（祝・休日を除く） 

③歯科相談 〃 保健センター 

 

毎週月曜日（祝・休日を除く） 

④糖尿病予防相談 

  

〃 保健センター 

 

第３火曜日（毎月） 

（祝・休日の場合、日程変更） 

⑤たばこ相談 

 

〃 保健センター 

 

第４月曜日（奇数月） 

（祝・休日の場合、日程変更） 

 

３－３『健康教育』 
 

教室名 対象者 場所 内容及び日程 

①ママとパパのため

の歯みがき教室 

１８～３９歳

の市民 

保健センター 若い世代への口腔衛生指導と、健康に関する講義 

（日程）年２回 

②お口の健康教室 １８歳以上の

市民 

保健センター 歯科医師による歯周病予防の講義と健診とブラッシン

グ実習  

（日程）２回１クール 

③歯っぴースマイル

 教室 

〃 保健センター 

 

口腔状態の確認とセルフケア方法の実習 

（日程）年１回 
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④生活習慣病予防講

座 

 

市民 保健センター 生活習慣病を予防するために、健診の大切さや生活習慣

の改善を学ぶための講義とウォーキング 

（日程）２回１クール 

⑤健康づくり推進員

養成講座 

市民 保健センター 健康づくり推進員を養成する講座 

（日程）年４回 

 

３－４『健康手帳等の交付』 
 

名称 対象者 内 容 場 所 

健康手帳 ４０歳以上 

の市民 

健康診査、健康教育、健康相談、訪問指導の記録

、健康についての知識等 

市内各指定医療機関  

保健センター 
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４ 食育推進事業 

市民一人ひとりの健全な食生活および食育に関する施策の推進を目的として、「河内長野市食育推進計

画」に基づいた施策を関係機関と連携し推進する。 

 

４－１『食生活改善推進員の活動支援』 

区分 場所 内容及び日程 

①定例会等での情報提供 保健センター 

 

定例会等で食や健康づくりに関する情報

提供や活動内容の提案及び助言等を実施 

 

②研修会 保健センター 

 

食育の推進や普及、啓発に必要な知識の

習得等のために研修会を実施 

 

 

③活動の機会や場所の提供 保健センター他 生活習慣病やフレイルの予防をテーマに

料理教室等を実施し、活動の機会や場所

を提供 

 
４－２『食育推進のための啓発』 
 

対 象 者 内  容 

市民 

 

・イベントや乳幼児健康診査、離乳食講習会等で、「朝食の大切さ

」や「望ましい食生活」について啓発 

・栄養相談等で、栄養の重要性や生活習慣病予防のための食事につ

いて啓発 

・糖尿病予防相談で、糖尿病予防のための食生活について啓発 

・市ホームページに食育に関する情報を掲載し、市公式LINEのプ

ッシュ通知により啓発内容の周知を強化 
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５ 『予防接種事業』 
 

区   分 対    象 内      容 時 期 場 所 

① 

ロタウイルス 定 

期 

接 

種 

出生６週０日後～３２週０

日後まで 

 

ロタリックス 

出生６週０日後から２４週０日後

までに２回 

 

ロタテック 

出生６週０日後から３２週０日後

までに３回 

通年 

 

取扱 

医療機関 

② 

Ｂ型肝炎 

定 

期 

接 

種 

１歳に至るまで 

 

【初回】１回目と２回目は２７日以

上の間隔をおいて２回 

通年 取扱 

医療機関 

【追加】１回目から１３９日以上の

間隔をおいて１回 

③ 

ヒブ 
定 

期 

接 
種 

生後２月から生後６０月に

至るまで 

【初回】生後１２月までに２７日以

上あけて３回 

（接種開始月齢及び２回目、３回目

の接種月齢により接種回数が変わ

る） 

通年 取扱 

医療機関 

【追加】初回接種終了後７月以上あ

けて１回 

④ 

小児の肺炎球菌 

感染症 

定 

期 

接 

種 

生後２月から生後６０月に

至るまで 

 

【初回】生後１２月までに２７日以

上あけて３回 

（接種開始月齢により接種回数が

変わる） 

通年 取扱 

医療機関 

【追加】初回接種終了後６０日以上

あけて１歳以降に１回 

⑤ 

四種混合 

（ジフテリア） 

（百日せき） 

（破傷風） 

（ポリオ） 

定 

期 

接 

種 

生後２月から生後９０月に

至るまで 

【初回】２０日以上あけて３回 通年 取扱 

医療機関 
【追加】初回接種終了後６月以上あ

けて１回 
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区   分 対    象 内      容 時 期 場 所 

⑥ 

五種混合 

（ジフテリア） 

（百日せき） 

（破傷風） 

（ポリオ） 

（ヒブ） 

定 

期 

接 

種 

生後２月から生後９０月に

至るまで 

【初回】２０日以上あけて３回 通年 取扱 

医療機関 
【追加】初回接種終了後６月以上あ

けて１回 

 

⑦ 

二種混合 

（ジフテリア） 

（破傷風） 

定 

期 

接 

種 

２期 

１１歳以上１３歳未満 

１回 

 

 

通年 取扱 

医療機関 

⑧ 

ＢＣＧ 

（結核） 

定 

期 

接 

種 

１歳に至るまで 

 

１回 通年 取扱 

医療機関 

⑨ 

麻しん風しん 

 定 

期 

接 

種 
【第１期】 

生後１２月から生後２４月

に至るまで 

１回 

 

通年 取扱 

医療機関 

【第２期】 

５歳以上７歳未満で、小学

校就学の始期に達する日の

１年前から当該始期に達す

る日の前日まで 

１回 

 

⑩ 

風しん第５期 

定期予防接種 

 

定 

期 

接 

種 

昭和３７年４月２日～昭和

５４年４月１日に生まれた

男性 

令和４年度に抗体検査、予防接種に

係る専用のクーポン券を送付 

令和５年度は、クーポン券の延長を

知らせる案内はがきを送付 

令和元年

度～令和

６年度（予

定） 

取扱 

医療機関 

 

⑪ 

水痘 

 

 

定 

期 

接 

種 

１歳から 

３歳未満 

３か月以上の間隔を 

おいて２回接種。 

通年 取扱 

医療機関 
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区   分 対    象 内      容 時 期 場 所 

⑫ 

日本脳炎 

 

※１・２期未接種

者に対する特例

措置あり 

 

定 

期 

接 

種 

生後６月から生後９０月に

至るまで 

【１期初回】６日以上あけて２回 通年 取扱 

医療機関 

【１期追加】初回接種終了後６月以

上あけて１回 

９歳以上１３歳未満 【２期】１回 

⑬ 

子宮頸がん 

 

 

 

※接種機会を逃

した方に救済措

置あり。 

定 

期 

接 

種 

１２歳となる日の属する年

度の初日から１６歳となる

日の属する年度の末日まで

にある女子 

（小学６年～高校１年相当

） 

【キャッチアップ接種】平

成９年４月２日～平成２０

年４月１日生まれ 

① ２価ワクチン 

１月の間隔をおいて２回 

１回目から６月の間隔をおいて１

回 

② ４価・９価ワクチン 

２月の間隔をおいて２回 

１回目から６月の間隔をおいて１

回 

※９価は、１５歳の誕生日前日まで

に１回目の接種をした場合は２回

接種とすることも可能 

通年 取扱 

医療機関 

⑭ 

高齢者のイン 

フルエンザ 

 

定 

期 

接 

種 

・満６５歳以上 

・６０歳以上６５歳未満で、

心臓・じん臓若しくは呼吸

器の機能又はヒト免疫不全

ウイルスによる免疫の機能

に障がいを有するものとし

て厚生労働省令で定めるも

の 

年度に１回 

（実費の一部負担あり） 

（被接種者1,000円負担） 

10月～ 

1月（予定

） 

取扱 

医療機関 

及び 

介護保健

施設等 

 

 



18 

 

 

 

区   分 対    象 内      容 時 期 場 所 

⑮ 

新型コロナ 

ウイルス感染症

ワクチン 

定 

期 

接 

種 

【定期接種者】 

・満６５歳以上 

・６０歳以上６５歳未満で、

心臓・じん臓若しくは呼吸

器の機能又はヒト免疫不全

ウイルスによる免疫の機能

に障がいを有するものとし

て厚生労働省令で定めるも

の 

年度に１回 

（実費の一部負担あり） 

（被接種者3,000円負担） 

10月～ 

1月（予定

） 

取扱 

医療機関 

 

⑯ 

麻しん風しん救

済 

任 

意 

接 
種 

【１期救済】 

２歳から６歳未満 

（小学校就学１年前を除く

） 

※１期を受けていない人 

１期未接種者に１回 

「麻しん」、「風しん」若しくは「麻

しん風しん混合」の予防接種を受け

ることができる。 

 

通年 取扱 

医療機関 

【２期の救済】 

小学１～６年生 

※２期を受けていない人 

２期未接種者に１回 

「麻しん」、「風しん」若しくは「麻

しん風しん混合」の予防接種を受け

ることができる。 

 

⑰ 

成人用等風しん

予防接種助成 
任 

意 

接 

種 

① 妊娠を希望する女性 

② 妊娠を希望する女性の

配偶者 

③ 妊娠している女性の配

偶者 

④ 妊娠を希望する女性の

同居者 

⑤ 妊婦の同居者 

１回 

（費用の一部助成あり） 

（麻しん風しん7,000円助成） 

（風しん   4,000円助成） 

通年 取扱 

医療機関 
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６『小児急病診療事業』 

南河内南部広域市町村(３市２町１村)が共同で、日曜日・祝日等の昼間と夜間早朝等において、中学生ま

での小児を対象とした急病診療を行う。 

内  容 曜  日 場  所 時  間 

診 

療 

機 

関 

昼  間 
日曜日、祝日、休日 

年末年始（12/29～1/3） 

富田林病院 

(直接受診) 

受付 午前 ９時～午前１１時３０分 

   午後 １時～午後 ３時３０分 

準 夜 間 

土曜日 

日曜日、祝日、休日 

年末年始（12/29～1/3） 

当番病院 

(大阪南消防局指

令センターへ    

連絡後紹介) 

午後 ４時～午後 ８時 

夜  間 
毎日 

(通年の完全実施) 

当番病院 

(大阪南消防局指

令センターへ    

連絡後紹介) 

午後 ８時～翌朝 午前 ８時 

 
 
７『休日急病診療事業』 

  

医療機関の診療日外において、医療を必要とする急病患者を応急的に診療する。 

診療科目 診療日 時  間 

内科 

日曜日、祝日、休日 

年末年始(12/30～1/3) 

受付 午前１０時～午前１１時４０分 

午後 １時～午後 ３時４０分 

土曜日 受付 午後 ６時～午後 ８時４０分 

歯科 

日曜日、祝日、休日 受付 午前１０時～午前１１時４０分 

年末年始(12/30～1/3) 

ＧＷ(5/3～5/6) 

受付 午前１０時～午前１１時４０分 

午後 １時～午後 ３時４０分 

 
 

８『南河内圏域障がい児（者）歯科診療事業』 

南河内５市２町１村が共同で、一般の歯科診療所では治療困難な障がい児(者)を対象に診療する。 

診療日 診療時間等 診療場所 

木曜日 

(祝日･年末年始を除く) 

診察 午後１時～午後５時 ＊要予約 

予約受付 平日午前９時～午後５時 

（診療時間外の診療予約は、河内長野市立

保健センターで実施） 

河内長野市立保健センター 

（休日急病診療所） 
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９『河内長野市健康の日の取り組み』 

１１月第２日曜日を河内長野市健康の日と定め、がん検診などの受診率向上を図るとともに、市民に生活習慣病

予防や介護予防の実践に、より取り組んでいただくために、５がん（胃がん・大腸がん・肺がん・乳がん・子宮

頸がん）検診を実施する。 

 

 

 



今後に向けて検討中の事業 

 

 ※健康推進課において今後に向けて検討している事業です。今後の状況によ

り実施しないことがあります。事業名称についても現段階の仮称となりま

す。 

 

 

【母子保健健康診査事業】 

 

１．５歳児健康診査事業〈新規事業〉 

  幼児の言語の理解能力や社会性が高まり、発達障害が認知される時期であ

る 5 歳児に対して健康診査を行い、子どもの特性を早期に発見し、特性に合

わせた適切な支援を行う。 

 

 

【健康増進検診事業】 

 

１．胃内視鏡検査（胃がん検診）導入について〈充実〉 

  現在、胃がん検診は、胃部エックス線検査（バリウム検査）のみで実施し

ているが、検査方法に、胃内視鏡検査（胃カメラ検査）を追加し、がん検診

の充実を目指す。 

 

 

【予防接種事業】 

 

１．男性の HPVワクチン接種費用の助成〈新規事業〉 

  男性の中咽頭がんや肛門がん等の疾病を予防するとともに、性交渉による

HPV感染から女性を守り子宮頸がんを予防するため、男性の HPVワクチン

接種の費用助成を行う。 



選　出　区　分 氏　　　　名 選　出　団　体 備　考

第２条第２項　　第１号委員
（市議会議員）

桂　　　聖 市議会議員

工藤　　敬子 市議会議員

第２条第２項　　第２号委員
（学識経験者）

今野　　弘規 近畿大学医学部教授

小田　　剛紀 大阪南医療センター院長

第２条第２項　　第３号委員
（医療を担当する者）

山口　　竜司 (一社)河内長野市医師会 会長

森川　　栄司 　　　同　　上

西村　　拓也 　　　同　　上

高井　　博之 　　　同　　上

梅崎　　晋吾 河内長野市歯科医師会 副会長

生地　　孝至 　　　同　　上

船多　　　大 河内長野市薬剤師会 副会長

永田　　哲也 　　　同　　上

第２条第２項　　第４号委員
（住民）

玉﨑　　和実 (福)河内長野市社会福祉協議会

御前　　敏一 河内長野市身体障害者福祉会

山田　　昭儀 河内長野市老人クラブ連合会

上田　雄三郎
河内長野市民生委員児童委員協議会
主任児童委員部会

第２条第２項　　第５号委員
（関係行政機関の職員）

大原　  俊剛 富田林保健所長

　＊　任用期間　　令和5年10月1日　～　令和7年9月30日

河内長野市保健問題対策協議会委員名簿
令和６年１０月２９日現在



○河内長野市保健問題対策協議会規程 

昭和 60年 2月 7日 

規程第 1号 

(趣旨) 

第 1条 この規程は、河内長野市附属機関設置条例(平成 24年河内長野市条例第 35号)第 2

条の規定により設置する河内長野市保健問題対策協議会(以下「協議会」という。)の組

織、運営その他必要な事項を定めるものとする。 

(組織) 

第 2条 協議会の委員は、25名以内とする。 

2 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱し、又は任命する。 

(1) 市議会議員 

(2) 学識経験者 

(3) 医療を担当する者 

(4) 住民 

(5) 関係行政機関の職員 

(任期) 

第 3条 委員の任期は 2年とし、再任を妨げない。 

2 補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

(会長及び副会長) 

第 4条 協議会に会長及び副会長を置く。 

2 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

3 会長は、会務を総理する。 

4 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務

を代理する。 

(会議) 

第 5条 協議会の会議は、会長が招集し、会長がその議長となる。 

2 協議会の会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

3 議事は、出席委員(議長を除く。)の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するとこ

ろによる。 

(専門部会) 

第 6条 協議会は、専門事項を分掌させるため、専門部会(以下「部会」という。)を置く

ことができる。 

2 部会に属する委員は、会長が指名する。 

3 部会に部会長を置き、部会に属する委員の互選により定める。 

4 部会長は、部会の会務を掌理し、部会における会議の状況及び結果を協議会に報告する

ものとする。 
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5 部会の会議については前条の規定を準用する。 

(意見の聴取等) 

第 7条 会長が必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席を求めて説明又は

意見を聴くことができる。 

(庶務) 

第 8条 協議会の庶務は、別に定める部署において処理する。 

(委任) 

第 9条 この規程に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が協議会

に諮って定める。 

附 則 

この規程は、公布の日から施行する。 

附 則(昭和 61年 10月 1日規程第 18号) 

この規程は、公布の日から施行する。 

附 則(平成 4年 9月 30日規程第 9号) 

この規程は、平成 4年 10月 1日から施行する。 

附 則(平成 13年 3月 13日規程第 7号) 

この規程は、平成 13年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 18年 3月 31日規程第 14号抄) 

(施行期日) 

1 この規程は、平成 18年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 25年 1月 25日規程第 4号) 

この規程は、公布の日から施行する。 
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